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4月 号

はなむけの言葉に笑みを返す
近藤榮一校長から卒業証書を手渡される筑後中学校卒

業生。3月 15日には中学校で、18日 には小学校でそれぞれ

卒業式があり、1,046人が新しい一歩を踏み出しました。

(内容は17ページに紹介)
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。抱き走こす渭rttこ のせのさくらかな
鹿毛ツヤ子さん (鶴田)

。女坂 男うえあ り海 の園

宮川喜幸さん (鶴田)

・空平かうつつに開き(鶯の

風にのりくるはつかなる声
藤 トシ子さん (二本松 )

・
奪?躍そ警蟹恩ノ
月陽射(
村上光さん (尾島 )

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所・氏名を添えて広報統計係ヘ

今

CHIKUGO

fゝ

D

0今月のおもな内容 0
特集●筑後市財政健全化計画概要
当面は合併せず独自のまちづくり

…P2～P3

υヽ

3月市議会 (定例会)  …P4～P5
4月から個人情報保護法が
全面実施されます P6～P7
守つていますか。飼い主の責任

…P8～P9
健康づくりはあなたが「主役」 …P10 か

行政組織機橋の変更 Pll

散歩道(みなさんのベージ) …P12～P13
サザンクス筑後 中P14～P15

まちの話題 …P16～P17

保健・衛生 中P18～P19   ●
お知らせ ―P20～P22

図書室だより         …P23

この人にズームイン      …P24

桜 (ソメイヨンノ)
(菊 とともに国の花に指定され、

日本を代表する春の花。花言葉

は優れた美人など)
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崩
さ
な
い
当
初
予
算
の
・
Ｐ
Ｌ
川
ド
ｉ

編
成

Ｖ

ｉｌイて
説
控
共
令
≡
、
上
■
や
任

済
情
熱
九
空
ｕ
；
ど
に

ふる
は
炉
不

足
を
輔
う
た
め
に
情
九
■
て
た
市
の

貯
命
の
こ
上
で
す
が
、
　
一れ
ｉ
で
予

算
編
成
時
に
産
人
不
足
が
生
じ
た
捗

合
、
そ
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
基
金
を
取
り
崩
し
て
き

ま
し
た
。
，こう
し
た
市
の
財
政
構
造

を
見
直
し
、
平
成
別
年
度
の
一
般
会

詰
■
鼻
編
成
時
に
Ｌ
、
財
政
調
整
エ

令
ｔ
取
り
北
本
な
く
て
も
済
む
よ
う

に
、
５
午
門
で
牧
人
の
増
加
と
歳
出

の
仰
π
ｔ
旧
，
ま
す

０
内
部
管
理
賢
の
徹
底
し
た
削
減

市
四
役
ｔ
＝
じ
め
、
賊
員
給
与
の

さ
ら
な
る
判
汎
や
載
虫
救
の
劇
故
、

事
務
維
女
の
削
…，ｉ文
な
ど
、
こ
れ
ｉｋ
で

以
上
に
踏
み
込
ん
だ
鳴
部
村
型
賞
の
十

削
減
に
取
り
１１１
み
‥ｌｋ
す
（　
　
　
　
　
ゞ

９
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
コ
ス
ト
の
　
，

最
適
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．↓

―

ィ

計

奉

■
子

子

４

一

市
■
二
十
一＝
の
す
・‐，
一
…
り
上
！Ｉ！！
進
　
　
一
一

‐
モ

ビ

ー

す
し
　

　

　

　

　

　

　

＞
，

０
負
担
の
公
平
性
の
確
保
　
　
　
　
　
　
確

ｋ
益
者
を
特
定
で
き
な
い
サ
ー
ビ

ス
や
最
低
眼
の
生
活
を
保
証
す
る
も

つ
な
ど
を
除
さ
、
十
べ
て
の
行
政
サ

Ｉ
Ｆ
ｋ
”
負
担
の
あ
り
方
■
牡
―‐―…

し
、
負
社
の
公
平
＝
を
確
保
Ｌ
な
か

ケｉフ
ｔ
益
者
負
担
の
京
則
を
進
め
ま
す
。

①
市
職
員
の
意
識
改
革

市
職
貝

一
人
ひ
と
，
か
、
チ
状
を

厳
し
く
受
け
止
イ，
わ
上
上
う
上
社
費

節
減
に
努
れ
、
＝
尺
り
―ナ‐
‐
点
ｔ
ｉ

っ

た
行
政
コ
ス
ト
点
設
”
徹
式
を
図
り

ま
す
。

５
年
間
の
剛
減
額
は

‐４
億
６
Ъ
８
４
５
万
問

今
‐‐‐―
工
ｔ
し
た

一
町
虫
に
作
化

計
画
・
■
■
、
二
“
ら
６

つ
の
工
木

攻
略
に
某
づ
い
て
代
人
。
茂
‐――
の
あ

限
ら
れ
た
町
汗

一人
員

。
苫
（淑
▼
コ
一

ｔ
ｔ
勘
ｉ
清
川
す
る
た
れ
、
行
政
サ

ー
ビ
ｋ
の
悦
快
を
見
極
め
な
か
ら
行

ｋ
コ
ス
ト
の
よ
激
を
図
り
よ
す
。
ま

た
、
事
務
芋
業
の
成
果
や
怪
先
庄
な

ど
を
評
「

。
校

‐
ｉ‐―‥
し
、
限
ら
れ
た
町

源
を
¨
点
的
に
μ
分
し
よ
す
．

０
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
Ｌ

打
虫
十
１
！
ス
〕
う
り
方
を
見
直
二

】

Ｌ
、
世
ｌｉ‐ｉｔ
汗
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

，

”
●
士
、
民
に
事
業
士
や
民
に
■
宮

一，
Ｍ
イーく

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
”
ｉ
用
≡
！
、

■
よ
ざ
上
■
■
よ
！
止
「討
し
≡
か
―，

'は  ｀

ら
め
イ，
分
野
■
■
正
し
を
生
れ

成
封
午
け
．　
卜
会
計
予
草
術
吹
常
Ｉ

≡
財
虫
朋
杵
基
金
を
取
う
■
与
～

く
て
―，
常
■
よ
う
に
、
５
年
門
で
＝

信
６
、
８
１
５
十？
／
、
０
０
０
円

（茂

，ベ
　
ー
に
８
、
１
０
０
万
川
増
、
茂

出
　
肥
臆
Ｓ
、
一イ
４
５
，
〒
、
０
０
０

円
激
）
の
削
減
を
日
■
！
て

ｔ、
土
～

一財
政
健
仝
化
計
耐
　
⌒ヽ
一
．”吼
す

すヽ・

ち
主
な
項
日
は
、
次
の
と
弟
り
で
す

ｔ

Ｏ
人
件
費
の
削
減

職
貝
数
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
各
種
手
当
の
見
直
し
、
汗
甘
た
∵

．

1        
生

=
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必

な
る
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
、
５
　
　
（活
動
に
見
合
っ
た
負
担
金
と
な
る
よ

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
公

間
で
約
７
億
５
、
６
０
０
万
円
の
　

一
う
に
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い

・共
施
設
の
使
用
料
や
手
数
料
に
つ
い

を
目
指
し
ま
す
。

ユ

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
っ
一・甘
　
円
の
地
元
負
担
額
を
さ
ら
に
縮
小
で
・‐

て
、
近
隣
施
設
や
自
治
体
と
比
べ

件
費
等
の
節
減

て
、
５
年
間
で
３
億
１
、
７
０
０
万
・

き
る
よ
う
に
、最
大
限
努
力
し
ま
す
。

し
く
差
の
あ
る
も
の
は
、
見
直

光
熱
水
費
や
消
耗
品
費
な
ど
、

の
削
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

ゴ
Ａ
著軽を

一料

市
公
共
下
水
道
事
業
の
第
２
期
拡

検
討
す
る
と
と
も
に
、
施
設
使
用

の
節
減
を
徹
底
し
、

助
費
の
見
直
し

張
工
事
は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
み

の
減
免
基
準
も

や
管
理
運
営
委
託
費
用

福
祉
や
介
護
の
分
野

（扶
助
費
）

な
が
ら

「筑
後
市
汚
水
処
理
構
想
」
　
　
則
に
沿
っ
て
改
善

し
ま
す
。
ま
た
行
政
が
担
っ
て
い

で
は
、
近
隣
自
治
体
よ
り
も
高
水
準

の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
　
　
の
ほ
か
、
現
在
は

る
各
種
事
業
を
検
証
し
、
民

な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
水
準
が
適
ｆ
　
　
行
い
ま
す
。

政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

に
任
せ
る
ほ
う
が
効
率
的
な
も
の

切
か
ど
う
か
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、．．

特
別
会
計
繰
出
金
の
抑
制

を
検
討
し
て
い
き

一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
会
計
、

1換与
財
政
健
全

化
計
画

に

ｉ
水
道
事
業
会
計
な
ど

へ
の
繰
出
金
を

一抑
制
す
る
た
め
、
経
費
の
見
直
し
や

ゴ

皆
さ
ん
の
声
を

市
で
は
、
今
回
策
定
し
た

「財
政

〕・
　

健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

ス
テ
ム
の
ス
リ
ム
化
に
努

ど
は
、
民
営
化
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
イ

策
当

交
付
金
等
の
見
直
し

．浄

，

ど

積
極
的
に
進
め
、
社

各
種
団
体
へ
交
付
し
て
い
る
補
助

援
す
る
た
め
の
事
業

は
、
そ
の
効
果
や
公
益
性
を
第
二

関
で
審
査
し
、
２。
で
削
減
を
目

に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
市

が
加

し
て
い
る
各
種
協
議
会
へ
の
負
担

は
、
加
盟
す
る
必
要
性

が
低

い
も

の
は
脱
会

を
検
討

す

る
と
と
も

に
、

帝

　

」

な
ど
、

さ
・
ヽ

随k―
111

」
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ギ
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要
性
が
高
い
も
の
に
つ
い
て
も

会
的
自
工と
支
諄

・

や
施
策
を
重
視
一

ｉ

道
路
や
水
路
、
公
共
施
設
の
補

修
な
ど
の
公
共
事
業
は
、
緊
急
に
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
除

き
、
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
優
先
順

一日
市
税
の
確
保

歳
入
全
体
に
占
め
る
市
税
の
割
合

は
、
現
在
約
４５
で
で
す
が
徴
収
率
の

向
上
に
よ
っ
て
、
５
年
間
で
４
、
０
０

ま
す
が
、
健
全
な
行
財
政

壷
驚
ム
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

と
、
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
策
定
し
た

「財
政
ヽ

健
全
化
計
画
」
は
、
５
月
に
全
戸
配
一

布
す
る
冊
子

『平
成
１７
年
度
の
ま
ち

す

の
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

ち
し
て
い
ま
す
。

年
々
増
加

の

ご
意
見
を

を
つ
け
て
実
施
し
ま
す
。
事
業
の

に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
用
地
買

り
価
格
の
見
直
し
や
、
入
札
制
度

し
、
計
画
段
階
か
ら
事
業
規

の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、　
一

一，段
と
経
費
縮
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
一　

者
負
担
の
原
則
に
沿
っ
た
見
直
し

れ

き
ま
す
。
「財
政
健
全
化
計
画
」
の

離
瞬坤］”料っ推鋒け』幹］啓緯
鐸
丸
辮
鞭
彬

各
種
手
数
料

や
使
用
料

は
、
受
益
Ｂ

　

卜Ｅ
ｏ
肝
ユ

Ｄ

な
ど

で
も
見

る
こ
と
が
で

な
ど
も
、
今
後
新
た

‐こ補警

元
負
担
で
行
う
道
路
工
事
へ
の

行
い
ま
す
。
中
で
も
ご
み
袋
料
金
に

、争
　
　
一ン

．．
ゝ

　

ヤ

けφ嗚， き
比 !

つ
い
て
は
、
処
理
費
用
が

μ
庁
戦
．載

ｉ狂

一」Ｆ

義
む

H

し
て
い
る
こ
と

ヾ
ノ
　

　

　

４

車ヽ
こＦ

市税の確保は、今後の大きな課題です

歳
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お
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(3)広報ちくご 平成 17
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14,940,480 15,080,438 15,186,89716,733,248 15,242,982 14,832,147(健全化計画実施前 )

15,243189714,842,147 14,997,480 15,1371438(健全化計画実施後 ) 16,733,248 15,952,982
歳 入

15,763,414 15,869,01115,641,200 15,591,493 15,711,044(健全化計画実施前 ) 16,374,718
15,238,622 15,2051534 15,235,15416,374,718 16,402,800 15,206,595

出歳
(健全化計画実施後 )

△682,114△759,346 △770,564 △682,976358,530 △398,218(健全化計画実施前 )

△241,142 △68,096 8,743358,530 △449,818 △364,448
実質単年度収支

(健全化計画実施後 )

17年度 18年度16年度 19年度
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3月市議会
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３
月
市
議
会

（定
例
会
）
が
、
４
日
か
ら
２２
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会

で
は

「
平
成
１７
年
度
筑
後
市

一
般
会
計
ラ
算
」
な
ど
３５
議
案
が
可
決

・
同
意
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
提
案
さ

れ
た

「筑
後
市
議
会

の
定
数
を
定
め
る
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
の
議
案
が
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
一
般
会
計

を
一
部
修
正
可
決

平
成
１７
年
度

一
般
会
計
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、
１

５
７
億
２
、
２
０
０
万
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
額
よ
り
２
・Ｏ
ｒ

（３

億
２
、
１
０
０
万
円
）
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
は

「三
位

一
体
の
改
革
」

に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の
削
減
で
、

厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
予
算
編
成
時
に

徹
底
し
た
既
存
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
新
規
事
業
の
抑
制
に
努
め
た
結

果
減
少
し
た
も
の
で
す
。

市
が
提
出
し
た
平
成
１７
年
度

一
般

会
計
予
算
案
に
対
し
て
、
今
議
会
で

は
２
つ
の
修
正
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
日
の
修
正
案
は
、
現
在
筑
後

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建

っ
て

い
る
土
地
の
賃
借
料
に
関
す
る
も
の

で
、
市
は
前
年
度
３
０
６
万
２
、
０

０
０
円
だ

っ
た
借
地
料
を
近
隣
の

状
況
を
考
慮
し
、
５
０
０
万
円
に
増

額
す
る
予
算
案
を
提
出
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
審
議
を
付
託
さ

れ
た
厚
生
委
員
会
で
は
、
値
上
げ
幅

が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
借
地
料

を
前
年
度
並
み
に
す
る
修
正
案
を
全

会

一
致
で
可
決
。
委
員
会
の
修
正
案

を
審
議
し
た
本
会
議
で
も
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

２
つ
目
の
修
正
案
は
、
新
幹
線
整

備
推
進
費
用
に
関
す
る
も
の
で
、
市

は
九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
関
連
施
設

計
画
策
定
調
査
委
託
料
な
ど
、
合
わ

せ
て
４
、
０
９
０
万
２
、
０
０
０
円
の

予
算
案
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
計
画
策
定
の
費
用
は
、

本
来
国
や
県
が
負
担
す
べ
き
も
の
な

ど
と
し
て
、
こ
の
部
分
の
予
算
計
上

を
認
め
な
い
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、本
会
議
で
の
審
議
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
平
成
１７
年
度

一
般
会

計
予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
５
月
に

全
世
帯
へ
配
布
す
る
冊
子

『平
成
１７

年
度
の
ま
ち
づ
く
り
』
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
一

般
会
計
歳
出
予
算
の
主
な
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

日
第
四
次
筑
後
市
総
合
計
画
策
定
に

６
３
１
万
９
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

平
成
１９
年
度
か
ら
２８
年
度
ま
で
の

市
の
基
本
構
想
を
定
め
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
総
合
計
画
案
づ
く
り
を
開

始
し
ま
す
。
総
合
計
画
案
づ
く
り
は

当
初
、
平
成
１６
年
度
か
ら
始
め
る
予

定
で
し
た
が
、
市
町
村
合
併
協
議
を

優
先
し
た
た
め
、
計
画
策
定
期
間
を

１
年
間
延
長
し
、
今
年
度
か
ら
着
手

し
ま
す
。

日
ち
っ
ご
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
事

業
に
５
、０
４
１
万
７
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
る

「ち

っ
ご
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
事
業
」。

地
域
の
将
来
後
に
つ
い
て
議
論
し
、

そ
の
将
来
像
の
実
現
の
た
め
に
地
域

全
体
で
取
り
組
む
自
治
組
織

（行
政

区
）
を
引
き
続
き
応
援
し
ま
す
。

囲
安
全

・
安
心
ま
ち
づ
く
り
補
助
金

と
し
て
２
８
０
万
円

地
域
単
位
で
自
主
的
に
防
犯
活

動
に
取
り
組
む
団
体
へ
、新
た
に
「安

全

・
安
心
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」
を

交
付
し
、活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
松
原
小
増
改
築
事
業
に
２
、
９
３

５
万
１
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

松
原
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
よ

り
、
平
成
１８
年
度
に
学
級
数
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

中
に
校
合
の
増
改
築
を
行
い
ま
す
。

日
羽
犬
塚
小
体
育
館
改
築
工
事
に

５
億
７
０
０
万
円

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
建
設

工
事
に
と
も
な
い
、
羽
犬
塚
小
学
校

体
育
館
の
移
転
改
築
を
行
い
ま
す
。

日
市
民
の
森
公
園
整
備
事
業
に

３
億
５
、３
３
６
万
７
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

広報ちくご 平成 17年 4月号 (4)潮



3月市議会

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
南
側
に
建
設
中

の

「市
民
の
森
公
園
」
が
、
い
よ
い

よ
今
年
度
完
成
し
ま
す
。今
年
度
は
、

公
園
内
の
多
目
的
広
場
や

「昆
虫
の

森
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
樹
木
の
植
樹
、

Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
南
西
部
住
宅
建
設
事
業
に
３
、
６

４
０
万
７
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

市
南
西
部
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
古
島
校
区
で
市
営
住
宅
建
設
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
今
年
度
は
住
宅

の
設
計
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

囲
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
受
信
シ
ス
テ
ム
設
置
費
用
と
し
て

３
４
３
万
４
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

の
増
加
に
と
も
な
い
、
筑
後
市
消
防

本
部
が
直
接
受
信
で
き
る
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
を
変
更
し
ま
す
。

経
費
削
減
の
た
め
、
今
年
度
も
引

き
続
き
市
長
の
給
料
を
１０
で
、助
役
・

収
入
役
・
教
育
長
の
給
料
を
５
で
減

額
し
ま
す
。市
四
役
の
給
料
減
額
は
、

平
成
１１
年
度
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
職
員
に
支
給
さ

れ
て
い
る
調
整
手
当
の
支
給
率
を
０
・

５
で
引
き
下
げ
、
一律
３
・Ｏ
Ｆ
に
減

額
し
ま
す
。

市
四
役
給
料
と

市
職
員
角
ゴ
を
削
減

脚嚇薄館拘［対会計
Ⅲ

〕

算
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
継
続
客

査
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
、
約
４
億

円
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
費

用
は
、
厚
生
委
員
会
で
の
審
査
の
結

果
、
導
入
時
の
混
乱
防
止
の
た
め
周

到
に
準
備
す
る
こ
と
や
、
契
約
時
に

は
シ
ス
テ
ム
の
保
守

・
管
理
面
を
考

慮
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見
を
付
け
て

可
決
。
こ
の
報
告
を
受
け
た
本
会
議

で
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

経
費
削
減
の
た
め
議
員
定
数
を
削
減

し
よ
う
と
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議
案
は
、
総
務
文
教
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

「定
数
削
減
に
は
反
対
で
は
な
い
も

の
の
、
委
員
会
だ
け
で
な
く
全
員
で

慎
重
に
議
論
す
る
べ
き
」
な
ど
と
し

て
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
を
決
定
。

こ
の
報
告
を
受
け
た
本
会
議
で
も
、

同
様
の
理
由
か
ら
賛
成
多
数
で
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度

一
般
会
計

を
滅
額
柿
Ｆ
●
・

７
、
２
７
２
万
４
、
０
０
０
円
を
減

額
補
正
し
、
平
成

１６
年
度

一
股
会
計

予
算
総
額

を

１
６
４
億

２
、
７
２
１

万
３
、
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

Jま
た
今
議
会
で
は
、
市
が
提
出
し

た
補
正
予
算
案
に
対
し
、
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
修
正
案
は
、
九

州
新
幹
線
建
設
負
担
金
３
２
３
万
４
、

０
０
０
円
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
も
の

で
、
九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
設
置
促

進
期
成
会
内
部
の
負
担
割
合
が
決
定

し
て
い
な
い
現
状
で
は
、
予
算
の
計

上
を
認
め
な
い
と
し
て
修
正
を
求
め

ま
し
た
が
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
た

結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

０
「ち
つ
ご
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り

事
業
」
の
た
め
に
計
上
し
て
い
た
予

算
の
う
ち
、
平
成
１６
年
度
に
交
付
し

な
か
っ
た
７
、
４
０
０
万
円
を
減
額
。

０
仰
大
藪
組
か
ら
市
へ
１
１
４
万
円

の
寄
付
が
あ
っ
た
た
め
、
市
奨
学
会

補
助
金
の
財
源
と
し
て
増
額
。

閑戸調罰 日

大藪 健介氏

若菜 道明氏

議
員．定
数
削
減
条
例
案

を
議
員
爆
案
ｒ

昨
年
１２
月
市
議
会
で
提
案
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

「平
成
１６

年
度
筑
後
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予

現
在
２２
人
の
議
員
定
数
を
１６
人
に

削
減
す
る

「筑
後
市
議
会
議
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
案
が
、
爾
吉
治

一
郎
議
員

の
ほ
か
３
人
の
議
員
に
よ
っ
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
案
は
、
市
の

今議会では議長、副議長の辞職にともなう新

議長、新副議長選出のための選挙が行われ、新

議長には前監査委員の大藪健介議員 (鶴 田、58

歳 )、 新副議長には若菜道明議員 (藤島、67歳 )

が それ ぞれ選 ばれ ま した。 また大藪健介前監

査委員の後任には、永松康生議員 (前津、72歳 )

が選ばれました。

また常任委員会 と特別委員会の構成委員は、

次のようになりました。(◎は委員長、〇は副委員長 )

【総務文教委員会】◎池田光政議員、○五十嵐多

喜子議員、篠原千三議員、中富正徳議員、永松

康生議員、村上知巳議員、矢加部茂晴議員

【厚生委員会】◎貝田義博議員、○水町好議員、

緒方幸治議員、田中瑞廣議員、永田昌己議員、

禰吉治一郎議員、若菜道明議員

【建設経済委員会】◎島啓三議員、○坂本好教議

員、入部登喜男議員、北島スヱ子議員、日中親

彦議員、原口英喜議員

【議会運営委員会】◎原口英喜議員、〇篠原千三

議員、日中親彦議員、水町好議員、村上知巳議員、

5爾吉治一郎議員、若菜道明議員

【下水道調査対策特別委員会】◎禰吉治一郎議員、

〇村上知巳議員、入部登喜男議員、大藪健介議員、

北島スユ子議員、坂本好教議員、田中瑞廣議員、

中富正徳議員、若菜道明議員

【国立療養所筑後病院跡地問題検討特別委員会】

◎禰吉治一郎議員、○原口英喜議員、大藪健介

議員、緒方幸治議員、坂本好教議員、篠原千三

議員、矢加部茂晴議員、若菜道明議員

【議会だより編集特別委員会】◎貝田義博議員、

〇五十嵐多喜子議員、入部登喜男議員、田中親

彦議員、水町好議員、矢加部茂晴議員

永松 康生氏

委員に

〕

翔醤騒
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摯月井か
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虫移f〆

Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
の
発
達
に
よ

り
、
私
た
ち
の
生
活
は
従
来
と
比
べ

て
大
変
便
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
個
人
情
報
の
流

出
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
対

す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
社
会
情
勢
を
受
け
、
だ
れ
も

が
安
心
し
て
高
度
情
報
化
社
会
の
メ

リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
平

成
１５
年
に

「個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
今
年
４
月

か
ら
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
民
間
事
業
者
に
対
し
、
次
の
ル

ー
ル
を
適
正
に
守
る
こ
と
を
定
め
た

ほ
か
、
自
分
の
個
人
情
報
は
、
事
業

者
へ
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。

利
用
や
コ
マ得ィに

関
す
る
ル
ー
ル

０
個

人
情

報

の
利

用

目
的

を
限

定

し
、

そ
の
範
囲
を
超

え
た
個
人
情
報

を
取
り
扱

っ
て
は
な
ら
な

い
。

０
偽

っ
た
り
、
不
正
な
手
段
を
使

っ

た
り
し
て
個
人
情
報
を
取
得

し
て
は

な
ら
な

い
。

０
本
人

か
ら
直
接
個
人
情
報
を
取
得

す

る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
目

的

を
明
示

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

ま
た
、
間
接
的

に
入
手

し
た
場
合

は
、

本
人

へ
速

や
か
に
通
知

。
公
表

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

「え
せ
同
和
行
為
」
と
は

「同
和
問
題
は
こ
わ
い
問
題
で
あ
る
」
と
い

う
人
々
の
誤
っ
た
意
識
に
乗
じ
て
、
同
和
問
題
を
回
実
に
本
の
購
入
を
強

要
す
る
な
ど
、
あ
た
か
も
当
然
の
義
務
の
よ
う
に
、
企
業
や
個
人
な
ど
ヘ

不
当
な
利
益
を
求
め
る
行
為
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な

「え
せ
同
和
行
為
」
の
横
行
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

の
誤
っ
た
差
別
意
識
を
増
幅
さ
せ
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
運
動

団
体
な
ど
が
、
長
年
努
力
し
て
き
た
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
人
権
教
育

や
、
啓
発
運
動
の
効
果
を
覆
す
も
の
で
あ
り
、
到
底
こ
れ
を
放
置
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「え
せ
同
和
行
為
」
は
、
初
期
の
段
階
で
断
固
拒
否
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
不
当
な
要
求
や
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
を
受
け
た
と
き
は
、　
一
人
で

悩
ま
ず
に
市
や
最
寄
り
の
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
問
合
せ

人
権

・
同
和
対
策
室

（盆
⑩
４
１
１
１
内
線
４
４
１
）、
福
岡
法
務
局

八
女
支
局

（盆
０
９
４
３
④
２
６
０
３
）
ヘ

気をつけて″
みせ同和行為

″

田

了
，

広辛風ちくご 平成17年 4月号(6)高
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塩

蜘Ⅲ囃ぬ膊随孵理

０
顧
客
情
報
な
ど

の
漏
え

い
防
止

の

た
め
、
個
人
情
報

の
安
全
管
理
を
徹

底

し
、
従
業
者

や
委
託
業
者

な
ど
を

監
督

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

０
目
的
達
成

に
必
要
な
範
囲

で
、
個

人
情
報
を
正
確

で
最
新

の
内
容

に
保

た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第

二

の
提
供

情
報
胡
び
つ
一た
め
の

ル

ヽ
―
ル

∵

民
間
事
業
者
が
保
有
す
る
個
人
情

報
へ
の
苦
情
は
、
事
業
者
自
身
が
解

決
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
悪
質
な
事
業
者
に
対
し
て
は
、

国
が
認
定
す
る
個
人
情
報
保
護
団
体

や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
地
方
自
治

体
な
ど
が
問
題
解
決
の
た
め
の
あ
っ

せ
ん
を
行
い
、
そ
れ
で
も
従
わ
な
い

事
業
者
に
は
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
、
３。
万
円
以
下
の
罰
金
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

日
間
合
せ

詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（Ｆ
Ｃ
導
ゴ
Ｊど目
甲

のωＯ・∞ｏ
こ．Ю
渉
①芹
解
∽α
＼肝
ａ
〓
じ
、
ま

た
は
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（盆
⑩

４
１
１
１
内
線
１
８
５
）
ヘ
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ゝ

厚生労働省では、国民の労働環境 と人口動態との

関連などを明らかにするため「人口動態職業 。産業

調査」を実施 します。 この調査は、 5年に一度の国

勢調査の実施年に行つているもので、全国の市区町

村役場窓口で婚姻や離婚、出生、死亡などの届け出

をする際に、職業や産業の記入もあわせてお願いし

ています。調査結果は、保健 。福祉関連施策を行う

ための基礎資料として活用しますので、ご協力をお

願いします。

【調査期間】 4月 1日 l金)～来年 3月 31日④

【間合せ】市民課市民係 (盆 53-4■ 1内線 181)ヘ

０
本
人

の
同
意
を
取
ら
ず

に
、
個
人

情
報
を
第

二
者

へ
提
供
す
る

こ
と
は

ヒ

―
“
kⅢ
I・
口
"・
疇

違|

r

０
本
人
か
ら
個
人
情
報
の
開
示
請
求

が
あ
っ
た
場
合
は
、
開
示
・
訂
正
・

利
用
停
止
な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

０
民
間
事
業
者
が
保
有
す
る
個
人
情

報
に
対
し
て
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
適
切
な
処
理
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

苦

Ⅲ

)

J

サヽ

市では、生活習慣病予防のため「脳 ドック」の受

診者 を募集 します。「脳 ドック」 とは、磁気共鳴画

像検査 (MRI)や 磁気共鳴血管画像検査 (MRA)
などの機器 を使い、脳内血管の異常 を見つける検査

のことで、クモ膜下出血などの脳卒中を効果的に発

見 し、早期予防・治療 を可能 にします。

生活習慣病のなかでも脳卒中は、がんに次いで日

本人の死因の第 2位 となっている病気で、早期発見・

治療が大切です。 この機会 に 「脳 ドック」を受診 し

てみてはいかがで しょうか。

【対象】 4月 1日 現在で 40歳～ 65歳 の国民健康保

険加入者で、受診する日まで引き続 き加入 している

人

※保険税 を滞糸内していない世帯に限 ります

【定員】50人

※応募多数のときは公開抽せん。抽せんは、4月 21

日ltt1 10:00～、市役所東庁合 1階 101会議室で行い

ます

【検査期間】受診 日時は 5月 ～来年 3月 の期間で調

整 します

【検査機関】市立病院

【検査内容】 >頭部MRI検 査 >頭部MR含 惨査 >
身体計測 >検尿 >血液検査 >心電図検査 >顕部超音

波検査>眼底 (カ メラ)検査>診察 (脳神経外科)
【検査料】本人負担 1万円 (税込み)

【申込み・問合せ】官製はがきに「脳 ドック希望」

と書き、住所、氏名、生年月日、電話番号を記入し、

4月 18日 l月)ま で(必着)に市民課国民健康保険係 (〒

833-8601 (イ主所不要〉 谷 53-4111内線 186) へ。

はがき1枚につき1人の応募となります。また電話

での応募はできません

※心臓ペースメーカーなど、金属が体内にある人は

受診できません。 また心臓人口弁手術などを受けた

人は、受診で きない場合があ ります。詳 しくは市民

課国民健康保険係へお尋な ください

ぬ醤疑
(7)広辛Fちくご 平成 17年 4月号
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最
近
、
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
苦
情
や
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
に
は
、
飼

い
主
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
て
、

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
を
守

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
県
内

（福
岡
市
と
北
九
州
市

を
除
く
）
で
は
、昨
年
度
７
、
０
０
０

匹
を
超
え
る
犬
が
、
人
間
の
身
勝
手

な
理
由
で
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
不
幸
な
ペ
ッ
ト
を
１
匹
で
も

減
ら
す
た
め
、
飼
う
前
に
次
の
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
飼
い
主
の
責
任

０
飼
い
主
が
正
し
い
し
つ
け
を
行
く

最
後
ま
で
責
任
を
も
つ
て
飼
い
ま
し

ょ
う
。
ペ
ッ
ト
が
病
気
に
な
っ
た
な

ど
の
理
由
で
処
分
す
る
の
は
、
無
責

任
な
行
為
で
す
。

０
散
歩
中
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
、
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

０
現
在
の
ペ
ッ
ト
数
よ
り
増
え
た

ら
、
責
任
を
も
つ
て
飼
え
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
手
術
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
で
、
不
幸
な
ペ
ッ
ト
を
誕
生
さ
せ

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
殖
器
官

の
腫
瘍
な
ど
の
病
気
を
予
防
で
き
ま

す
。
０
飼
い
犬
の
無
駄
吠
え
や
、
ス
ト
レ

ス
発
散
の
た
め
、
健
康
管
理
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運
動
と
食
事

は
、
ペ
ッ
ト
を
長
生
き
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

囲
犬
の
飼
い
方
　
・

０
す
べ
て
の
飼
い
主
に
は
、
犬
を

つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
が
条
例
で

決
め
ら
れ
て
い
ま
す

（係
留
義
務
）。

犬
の
放
し
飼
い
は
、
危
険
で
す
か
ら

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

０
年
に
一
度
は
、
必
ず
狂
犬
病
予
防

注
射
（資
料
１
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

０
犬
に
ネ
ギ
類
を
与
え
る
と
、
ネ
ギ

中
毒
に
な
り
ま
す
の
で
気
を
付
け
ま

し

よ

う

。

０
生
後
９．
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
登

録

（
一
生
に
一
度
）
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

（３
、
０
０
０
円
）
は
、
市
か
ん
き
ょ

う
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

０
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
に
、
犬
鑑

札
・
注
射
済
票
を
付
け
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

０
飼
い
主
の
変
更
や
住
所
変
更
、
ペ

ッ
ト
の
死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、

市
か
ん
き
ょ
う
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

日
猫
の
飼
い
方

０
感
染
症
や
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
な
る
べ
く
室
内
で
飼
う
よ
う
に

し
ま
し
よ
つゝ
。

０
や
む
を
得
ず
屋
外
で
猫
を
飼
う
と

き
は
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
、
フ
ン

は
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

日
問
合
せ

か
ん
き
ょ
う
課
生
活
か
ん
き
ょ
う

係

（盆
⑩
４
１
１
１
内
線
３
７
１
）

一
】
一
・・〓

Ｍ
口
砥
困
環
嬬
▼
ｆ
素
歳
Ｉ

日
ご
ろ
か
ら
環
境
に
優
し
い
生
活
を
実
践
し
て
い
る
人
を

「環
境
マ

イ
ス
タ
ー
」
と
名
づ
け
、
そ
の
活
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

４
回
目
と
な
る
今
回
は

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
を
使
っ
た
生
ご
み
処
理
に
取
り

組
ん
で
い
る
板
波
柊
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

※

「Ｅ
Ｍ
」
と
は
、
自
然
界
に
あ
る
有
用
微
生
物
群
の
略
称
で
、
そ
れ
を

米
ぬ
か
や
油
か
す
な
ど
と
混
ぜ
て
、発
藍
さ
せ
た
も
の
を

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
を
使
っ
た
生
ご
み
処
理
を
始
め
た
の
は
、
平
成
６
年

の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
連
合
婦
人
会
の
一
員
と
し
て
、
廃
油
を
再

利
用
し
た
固
形
石
け
ん
作
り
な
ど
、
川
を
汚
さ
な
い
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
知
人
の
紹
介
で
作
り
方
を
習
っ
た
の
を
き
つ
か
け
に
、
ご
み

の
減
量
だ
け
で
な
く
、
肥
料
と
し
て
も
再
利
用
で
き
る

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」

作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
月
に
１
、
２
回
程
度
、
連
合
婦
人
会
の
皆
さ
ん
５
、
６
人
と
自
宅

倉
庫
で

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
は
、
家
庭
菜
園
の
上
に
混
ぜ
、
キ
ュ
ウ
リ
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

大
根
な
ど
を
作
る
と
き
の
肥
料
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
友
人
も

「Ｅ

Ｍ
ボ
カ
シ
」
の
お
か
げ
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
し
た
野
菜
が
お
い
し
い

塾0みで
麟 色l聰頂桐頚D融

広幸限ちくご 平成17年 4月号(3)荘
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3月 20日 11:00ごろ、福岡市の】ヒ西約 20km

の玄界灘 を震源 として発生 した「福 岡県西方

沖地震」。地震規模 (マ グニチュー ド)は、福
岡管区気象台の観測史上最大のM7.0と 推定 さ

れ、福岡市玄界島などで多数の家屋が倒壊 した

ほか、筑後市で も 2人が軽いけがをす るなど、

九州北部一帯 に大 きな被害を与えました。

市では県 内外 の被災者 を救済 しようと、 3

月 22日 か ら茨の 4カ所で義援金 を受 け付 けて

います。予期せぬ地震 によって大 きな被害 を受

けた人たちのために、皆様のご協力をお願い し

ます。

【受付期間】4月 28日いまで

【義援金箱設置場所】>市役所本庁舎 1階 >サ
ンコア1階>市立病院>サザンクス筑後

【間合せ】まちづくり課市民まちづくり係 (盆

53-4111内 線 156) ヘ

狂犬病予防注射日程あ
な
た
の
善
意
を

粧
級
銀
可
鋳

市では、及の 日程で狂犬病予防注射 を実施 しますので、

最寄 りの会場で受 けるようにして ください。なお、都合が

つかない場合 は、動物病院で注射 を受けたあと、市かんきょ

う課へ届 け出て ください。

【日程】(雨天決行)

【費用】>予防注射のみ=3,050円 >新規登録と予防注射

=6,050円

う

Ⅲ

)

)

)

き

9:30～ 10i30

13:30～ 14:30

9:30～ 10:30

13:30～ 14:30

9:30～ 10:30

13:30～ 15:00

9:30～ 10:30

13:30～ 15:00

9:30～ 11:00

13:30～ 15:00

9:30～ 11:00

13:30～ 15:00

9:30～ 10:30

13:30～ 14:30

9:30～ 10:30

13:30～ 14:30

衛生センター北側

JA吉島農業倉庫

下妻小学校

JA古川支所

筑後小学校

熊野公民館

船小屋公民館

水田コミユニテイセンター

寛元寺公民館

―乗公民館

と ろと

市役所本庁舎東側

市役所本庁舎東側

熊野公民館

水田コミユニテイセンター

4月 21日∩

4月 22日①

4月 25日⑪

4月 26日榊

4月 27日 lttl

4月 28日 lttl

5月 16日 lttl

5月 17日ω

ノ

と
話
し
て
い
ま
し
た
ね
。
生
ご
み
は
塩
分
が
あ
る
の
で
、
畑
に
は
良
く
な

い
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
国
内
で
初
め
て

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
の
技
術
を

開
発
し
た
琉
球
大
学
農
学
部
教
授
・
比
嘉
照
夫
さ
ん
に
よ
る
と
、
生
ご
み

の
塩
分
は

「Ｅ
Ｍ
」
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
３
年
間
使
い

続
け
る
と
連
作
も
可
能
な
ほ
ど
土
壌
自
体
が
改
良
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
を
作
る
と
き
に
出
る
廃
液
を
台
所
か
ら
流
し

て
み
る
と
、
廃
水
管
な
ど
に
た
ま
つ
た
ヘ
ド
ロ
が
な
く
な
り
、
き
れ
い
に

な
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
地
球
を
残
す
た
め
、
今
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
１０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
を
作

り
続
け
て
い
ま
す
が
、最
近
で
は
作
業
の
様
子
を
見
学
し
て
も
ら
つ
た
り
、

地
域
へ
出
向
い
て
講
習
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
作
り
は
、

水
の
量
と
温
度
管
理
さ
え
気
を
付
け
れ
ば
、
誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
環

境
保
護
の
取
り
組
み
で
す
。
皆
さ
ん
も

「Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
を
活
用
し
て
、

自
然
に
優
し
い
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
問
合
せ

か
ん
き
ょ
う
課
生
活
か
ん
き
ょ
う
係

（盆
⑩
４
１
１
１
内
線
３
７
１
）

ヘ

゛

カ

ぬ聾騒
(9)広報ちくご 平成17年 4月号
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市
で
は
、　
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に

つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
継
続
し
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お

う
と
、
４
月
か
ら

「平
成
１７
年
度
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
３
年
前
か
ら
始
め
た
こ

の
事
業
は
、
無
理
せ
ず
実
践
で
き
る

健
康
づ
く
り
の
目
標
を
た
て
て
も
ら

い
、
半
年
間
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

人
に
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
昨
年
度
は

「ラ
ジ

オ
体
操
を
毎
日
続
け
る
」
や

「ウ
ォ

―
キ
ン
グ
を
過
に
４
日
行
う
」、
「緑

責
色
野
菜
を
毎
日
食
べ
る
」
な
ど
を

目
標
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
健
康
づ
く
り
を
実
践
。
そ
の
う
ち

約
８８
で
の
人
が
目
標
を
達
成
し
、
商

品
券
を
手
に
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
は
、
あ
な
た
自
身
が

「主
役
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

【対
象
】
市
に
住
民
票
が
あ
る
４。
歳

以
上
の
人

（６
カ
月
後
も
継
続
し
て

市
内
に
居
住
予
定
の
人
）

※
こ
れ
ま
で
に
市
か
ら
商
品
券
を
受

け
取
っ
た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

【定
員
】
２
０
０
人
に
な
り
次
第
締

切
り
【実
施
方
法
】
茨
の
手
順
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

①

健

康

づ

く

り

課

、

ま

た

は

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
Ｆ

ｄ

導

ど
電
督

言

∩
中
Ｆ

Ｏ
〓

芹
仁
∞
〇
・
♂

声
Ｅ
Ｏ
府
ユ

し

に

あ

る

「
健

康

づ
く
り
推
進
事
業
申
請
書
」
に
、
自

分
で
決
め
た
目
標
を
書
い
て
同
課
ヘ

②
後
日
郵
送
さ
れ
た

「記
録
表
」
に

６
カ
月
間
記
録
を
つ
け
ま
す

③
６
カ
月
後
、
「記
録
表
」
と
健
康

づ
く
り
課
に
あ
る

「実
績
報
告
書
」

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
同
課
ヘ

④
目
標
の
８０
Ｆ
を
達
成
し
た
人
に
は

５
、
０
０
０
円
相
当
の
商
品
券
を
差

し
上
げ
ま
す

日
申
込
み
・
問
合
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（〒

８３３
‐
８
６
０
１

〈住
所
不
要
〉
盆
⑩

４
１
１
５
）
ヘ

2年前、定年で 40数年ぶ りに

筑後市に帰ってきましたが、夫

が病気を患ったため医者に診て

もらったところ、体力をつける

ためにウォーキングを勧められ

ました。ちょうどそのころ市の

「健康づ くり推進事業」のことを

知 り、健康づ くりに取 り組むき

っかけになればと思つて、週 に

4日 のラジオ体操を目標 に応募

しました。

応募 して半年間は、地区で早

朝に行われているラジオ体操 に

参力口したほか、夫婦で毎 日40分

間のウォーキングを続 け、楽 し

みながら目標 を達成することが

できました。おかげで病気の経

過 も順調で、地域の人たちとの

ふれあいがあったからこそ継続

して取 り組むことができたと思

っています。 こうした健康づ く

り事業が市で行われていること

を、本当にうれしく思います。

市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
（係
長

・
主
査

以
上
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
カ
ツ
コ
肉
は
元
の
職
場
）

日
部
長
職

▼
市
長
公
室
長
＝
角
隆
範

（市
民
生
活
部
長
兼
人
権
・
同
和
対
策
室
長
）

▼
市
民
生
活
部
長
兼
人
権
。
同
和
対
策
室
長
＝
徳
永
知
英
子

（市
長
公
室

長
）
日
課
長
職

▼
女
性
政
策
課
長
兼
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
館
長
＝
永
松
三
夫

（文
化
振

興
公
社
支
援
室
長
）

日
係
長
職

▼
総
務
課
庶
務
法
制
係
長
＝
山
口
朋
秀

（ま
ち
づ
く
り
課
市
民
ま
ち
づ
く

り
係
長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
課
市
民
ま
ち
づ
く
り
係
長
＝
松
竹
卓
生

（市
立

病
院
総
務
課
庶
務
係
長
兼
病
児
保
育
施
設
。
ち
っ
こ
ハ
ウ
ス
係
長
）
▼
議

会
事
務
局
庶
務
係
長
＝
田
中
敬
士

（総
務
課
庶
務
法
制
係
長
）
▼
福
祉
事

務
所
筑
後
保
育
所
長
＝
佐
藤
由
紀
子

（福
祉
事
務
所
桜
保
育
所
長
）
▼
福

祉
事
務
所
桜
保
育
所
長
＝
江
崎
重
子

（福
祉
事
務
所
筑
後
保
育
所
）
▼
か

ん
き
ょ
う
課
労
務
主
任
Ｈ
宿
久
求

（か
ん
き
ょ
う
課
）
▼
水
路
課
水
路
係

長
ｗ
野
田
和
孝

（都
市
対
策
課
都
市
計
画
・
新
幹
線
係
長
）
▼
都
市
対
策

課
都
市
計
画
係
長
＝
井
口
俊
博

（同
和
教
育
課
同
和
教
育
係
長
兼
同
和
対

策
室
同
和
対
策
係
長
）
▼
都
市
対
策
課
新
幹
線
係
長
＝
西
田
正
治

（水
路

課
水
路
係
長
）
▼
水
道
課
主
査
＝
古
賀
毅

（社
会
教
育
課
主
査
兼
中
央
公

市

・
教
育
委
員
会

広報ちくご 平成17年 4月号(10)邁



政組織機構の 更

City lnformation

市では、多様化する住民ニーズに迅速

に対応するため、 4月 1日 付で組織機構

の再編 を行いました。

団都市対策課

平成 22年度 の全線開通 を目指 し九州

新幹線鹿児島ルー ト建設事業が着々と進

む中、市の窓国として国や県などと連絡。

調整にあたるとともに、本格化する九州

新幹線船小屋駅設置や駅周辺整備事業な

どに備 えて、「都市計画 。新幹線係」の

業務 を「都市計画係」 と「新幹線係」に

再編。九州新幹線関連業務の推進体制を

強化 します。

団文化振興公社支援室

サザンクス筑後の管理・運営や、コン

サー トや演劇など、主催事業の企画・制

作 を行 つている「文化振興公社支援室」

を廃止。今後は働筑後市文化振興公社 と

社会教育課が連携 して管理・運営 を行つ

ていきます。

【間含せ】市長公室企画調整係 (盆 53-
4111内線 142) ヘ

市では、介護保険を利用 しようとする人の家庭 を訪関 し、

要介護 (支援)認定審査の必要事項 を調査する「介護認定調
査員」 (嘱託職員)を募集 します。
【募集人数】 1人

【資格】昭和 25年 4月 2日 以降に生まれた人で、次のいず
れかにあてはまる人

①保健師、正看護師、社会福祉士、介護福祉士、理学療法士、

作業療法士のいずれかの資格を持つ人

②介護支援専門員実務研修を終了、または終了見込みの人

③①や②に準じる資格や経験をもつ人

【勤務条件】週 4日 (8:30～ 17:00)勤務

【報酬】月額 22万 5,000円

※健康保険、厚生年金、雇用保険あり

【採用予定日】 5月 9日 l月 )

【採用試験】>と き・ところ=4月 21日い 14100～・市役所
東庁舎 3「″白

ヒ302会議室

>内容=作文、面接
【申込み・間合せ】市

販の履歴書に必要事項

を記入 し、関係資格の

写 しを添 えて 4月 15

日ltt1 17:00ま で (必着)

に健康づ くり課介護保

険イ系 (〒 833-8601〈 住

′
~斤
不要〉 盆 53-4115)

う

う

浄 ⅢⅢ  エ

護認定調査員募

筑
後
市
立
病
院

民
館
主
査
）
▼
学
校
教
育
課
学
務
係
長
Ｈ
青
木
靖
文

（議
会
事
務
局
庶
務

係
長
）
▼
学
校
教
育
課
労
務
主
任
＝
島
津
保
勝

（学
校
教
育
課
）
▼
教
育

委
員
会
労
務
主
任
Ｈ
藤
吉
由
利
子

（筑
後
中
学
校
）
▼
同
和
教
育
課
同
和

教
育
係
長
兼
同
和
対
策
室
同
和
対
策
係
長
＝
成
清
平
和

（社
会
教
育
課
文

化
ス
ポ
ー
ツ
係
長
）
▼
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
長
＝
角
恵
子

（学

校
教
育
課
学
務
係
長
）

日
退
職

（３
月
３．
日
付
）

▼
平
野
末
子

（女
性
政
策
課
長
兼
動
労
者
家
庭
支
援
施
設
館
長
）
▼
平
井

敏
子

（福
祉
事
務
所
筑
後
保
育
所
長
）
▼
永
松
正
毅

（水
道
課
主
査
）

▼
中
央
検
査
科
長
＝
松
尾
英
生

（診
療
部
医
師
）
▼
総
務
課
庶
務
係
長
兼

病
児
保
育
施
設
。ち
っ
こ
ハ
ウ
ス
係
長
Ｈ
水
田
泰
洋

（都
市
対
策
課
主
査
）

▼
中
央
手
術
室
主
任
Ｈ
姫
野
け
い
子

（東
４
階
病
棟
主
任
）
▼
東
４
階
病

棟
主
任
＝
松
熊
享
子

（外
来
主
任
）
▼
薬
剤
室
主
任
＝
中
島
直
美

（診
療

技
術
部
）
▼
外
来
主
任
Ｈ
藤
生
寿
子

（看
護
部
）
▼
耳
鼻
咽
喉
科
医
長
Ｈ

植
藤
久
次
郎

（採
用
）
▼
泌
尿
器
科
医
長
Ｈ
坂
下
直

（採
用
）
▼
診
療
部

医
師
Ｈ
吾
妻
佐
奈
江

（採
用
）

日
退
職

▼
坂
下
英
樹

（診
療
部
医
師
・
平
成
１６
年
６
月
３０
日
付
）
▼
小
松
滋

（呼

吸
器
科
長
・
平
成
１６
年
９
月
３０
日
付
）
▼
前
田
公
史

（小
児
科
医
長
・
平

成
１６
年
９
月
３０
日
付
）
▼
小
柳
毅

（循
環
器
科
長
・
１
月
３．
日
付
）
▼
萩

尾
良
文

（耳
鼻
咽
喉
科
医
長
・
３
月
３．
日
付
）
▼
松
尾
光
哲

（泌
尿
器
科

長
・
３
月
３．
日
付
）
▼
加
藤
節
子

（薬
剤
室
主
任
。
３
月
３．
日
付
）
▼
野

田
昌
子

（中
央
手
術
室
主
任
・
３
月
３．
日
付
）

▼
総
務
課
消
防
団
係
長
＝
緒
方
真
次
郎

（警
防
課
警
備
係
長
）
▼
警
防
課

警
備
係
長
＝
佐
野
末
廣

（警
防
課
救
急
救
助
係
長
）
▼
警
防
課
救
急
救
助

係
長
＝
尾
山
勝
好

（総
務
課
消
防
団
係
長
）

筑
後
市
消
防
本
部
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散 歩 道
みなさんのページ

柔

雖毯こl

0

D

て鷲

ViViさ ん (14歳、前津)

く)

中蔦みのりさん(9歳、上原々北 )

撃
く,

巡―オ→ん,ふヽ (|ヾ〕ウ

ミーちゃんママさん(3歳、志 )

感
謝
状

森
田
久
仁
恵
さ
ん

（熊
野
、
８‐
歳
）

私
の
生
活
の
潤
滑
油
に
な

っ
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。
去
年
か
ら
松
原
小
学

校
六
年
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
朝
の
九
時
す
ぎ
、
熊
野
公
民

館
に
着
く
と
、
も
う
す
で
に
先
生
や
六

年
生
の
皆
さ
ん
は
来
て
い
て

「お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

に
迎
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
き
ど
も
た

ち
は
受
付
や
血
圧
測
定
、
お
茶
の
接
待

を
手
伝

っ
て
く
れ
る
。
そ
の
出
さ
れ
た

お
茶
の
お
い
し
い
こ
と
。
ま
た
、
覚
え

の
悪
い
私
を
相
手
に
、
て
い
ね
い
に
時

間
を
か
け
て
折
り
紙
を
教
え
て
く
れ
た

り
、
そ
の
つ
ど
い
ろ
ん
な
出
し
物
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
最
初
は
お
互
い
に

遠
慮
が
ち
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
す

っ

か
り
打
ち
解
け
て
、
家
族
と
離
れ
て
住

む
私
に
は
本
当
に
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
す
る
と
、
寂
し
い

思
い
を
す
る
と
き
が
来
ま
し
た
。
六
年

生
の
皆
さ
ん
が
中
学
生
に
な
る
の
で
す
。

卒
業
前
の
最
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
と

き
に
は
、
手
作
り
の
お
礼
の
感
謝
状
が

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
感
謝
状
に
は

「◆
ま
で
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
松

原
小
学
校
を
卒
業
し
ま
す
が
、
忘
れ
な

い
て
く
だ
さ
い
」
と
し

っ
か
り
し
た
見

事
な
字
で
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
こ
そ
お
礼
を
言
い
た
い
の
に
と
、
胸

が
い

つ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
感
謝

状
は
大
切
に
い
つ
ま
で
七
飾

っ
て
お
き

ま
す
。
す
て
き
な
先
生
と
思
い
や
り
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
ら

っ
た
幸
せ

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、　
一
日

一
日
を
大
切

に
、
そ
し
て
同
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
生
き
て
行
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

子
へ
＾

▼

介
（

育
て
て
い
ま
し
た
。
草
を
取

っ
た
り
、

水
を
や

っ
た
り
、
ま
た
、
夜
に
は
懐

中
電
灯
を

つ
け

て
葉

っ
ば
や
花
に

つ

い
て
い
る
虫
を
割
り
ば
し

て
取

っ
た

り
と
、
懸
命
に
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

◆
は
、
そ
の
と
き

の
半
分
く
ら

い
の

花
畑
に
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ε
は
、

あ
ち
こ
ち
に
水
仙
が
咲
い
て
い
ま
す
が
、

緑

の
葉

の
中

で
黄
色
く
か
わ

い
ら
し

い
水
仙

の
花
が
風
に
Ｌ
ラ
Ｌ
ラ
と
な

び
く

の
を
見
る
と
、
大
満
足
。
最
高

に
心
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

庭

の
隅
に
は
水
仙
が
あ
り
、
き
れ

い

に
咲
い
て
私
を
喜
ば
せ

て
く
れ

て
い

ま
し
た
が
、
地
下
に
ガ

ス
管
が
配
管

さ
れ
た
た
め
、
芽
が
出
な
く
な
り
ま

し
た
。
私

の
水
仙
は
ど

こ

へ
消
え
た

や
ら
、
土
に
埋
ま

っ
て
顔
を
出
し
ま

せ
ん
。

「ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
」
と
あ
や
ま

っ
て
い
ま
す
。

Λ

風
に
　

ヒ
ラ
ヒ
ラ
揺
れ
る
水
仙
に

語
り

か
け
た

い
　

ネ

の
胸
を

お
水
仙

田
中
栄
子
さ
ん

（熊
野
、

８４
歳
）

二
月
も
過
ぎ
る
こ
ろ
、
よ
う
や
く
花

咲
き
乱
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
花
が
大
好
き
で
す
。
四
、
五
年
前
ま

で
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
い

っ
ば
い

脅  う

出
前
市
長
室
に
参
加
し
て

野
田
龍
蔵
さ
ん

（和
泉
中
、
７３
歳
）

先
に
実
施
さ
れ
た
出
前
市
長
室
に
参

加
し
て
感
じ
た
こ
と
。
ま
ず
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
、
気
の
毒
な
ほ
ど
だ

っ
た
。

市
会
議
員
が
二
人
、
市
職
員
が
五
人
ほ

ど
、
そ
し
て

一
般
の
人
が
三
十
人
ほ
ど

は
あ

っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
内
容
は

充
実
し
て
い
た
と
思
う
。
市
政
に
つ
い

て
市
長
か
ら
、
市
町
村
合
併
間
題
、
新

幹
線
船
小
屋
駅
設
置
、
「市
民
が
主
役
」

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
説
明
が
あ

っ
た
。

そ
し
て
本
題
の
質
疑
と
な
り
、
数
人
の

市
民
か
ら
貴
重
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

―  _

③15 つヤ
ヽ
②

OOO繊 稿幕集中 00●
エツセイやイラストなどあなたの作品を募集しています。掲章財
された人には図善券 (500円分)を送ります。
※グループの紹介や会員募集なども受け付けています
【応募方法】>エッセイなど :400字程度にまとめ、題名を付け
てください >イラスト:はがきかはがき大の無地の紙に濃い色の
ベンや鉛筆で詈いてください >会員募集など Iグループの渭動状
況と募集内容を書いてください
※ベンネーム (5字程度まで)でも受け付けますが必ず住所・氏名・
年齢・電話番号を書いてください。未発表のものに限ります
【あて先】筑後市まちづくり課「散歩道」係 (〒 833-8601(住
所不要〉盗53-4111内 線152口図52-5923日題皿machidukun
@city,chikugo ig jp)ヘ

広報ちくご 平成 17年 4月号 (12)握崇疑



0「市長への手紙」は、年に4回 (1・ 4・ 7・ 10月 )

『広報ちくご』に同封しています。      ・
●皆さんからの「声」にお答えできるように、

住所 。氏名をご記入ください。

●寄せられた「声」の一部は、『広報ちくご』 。

で紹介します。

(掲載する際は匿名とさせていただきます)

●市政に対する建設的なご意見をお寄せください。

個人を誹謗、中傷するような内容はおやめく

ださい。

●「市長への手紙」は、ホームページ (http: っ
//―。city.chikugoofukuokaojp/)の 「市長
の部屋」のコーナーからも送ることができます。

●「市長への手紙」のほかにも、市役所本庁舎

玄関に設置している 「提案箱」やファクス、  ●
E―mailな どでも、皆さんからのご意見を受

け付けています。どうぞご利用 ください。

う

市長公室秘書係

Fax 0942-52-5928

E―mail tegami@city.chikugo.lgojp    
じ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

『爵
離
誠
〈
町
』

言
じ
τ
ハ
嶋
き
対
田
付
心
０
謙
τ
障

痺
き
。
的
弧
脚
毒
的
用
隅
Ｎ
舒
酬
サ
痺

〈
前
破
τ
ｏ

:   :

的
欝
淋
ｙ
ｓ
ｔ
暗
ｕ
的
吻
τ
野
⊂
汁
ｏ

:  :

０
◇
麟

『刃
難
ド
〈
働
』
心
蔀
湘
⊂
ハ
再
σ
τ
ｍ
併
宅
ノ

鋼
革
σ
ハ
再
∈
τ
甫
削
対
喝
嘉
Ｊ
ｓ
野
群
サ
や

:  :

『爵
錦
研
Λ
砒
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削
囃
判
く
呻
―
〓
田
ｄ
亨
州
ｅ
団
ゆ
Ｌ

難
け
し

〈
ｓ
鞘
刃
鵡
謝
騨
勲

切゙

　

〇
〇
卜
〕
！
伽
ω
‐
卜
中
牌
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珂
ω
Ｘ

Ｏ
Ｏ
卜
］
‐
伽
〕
‐
伽
Φ
〕
∞

画
ユ
Ｊ
ω
出
　

出Ｊ
ω
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ゴ
一α
Ｃ
声
Ｃ
弓
六
）
①
富
貿
・ｏ
Ｊ
中肝
Ｓ
∞
〇
工
∞
工
ｏ

刃
鵡
粛
ク
ё
的
珊
渕
Ｎ
廿
酬
痺

〈
前
け
τ
ｏ

●

『刃
難
Ｗ
〈
卿
』
心
潤
昇
Ｎ
Ｏ
じ
ハ
酬
き
前
日
―
斗
―

再
や

（齢
薄
回
聯
Ｈ
）

□
導
洲

（　
　
油
中
）
　

□
卦
融
”
　
　
□
畔
堺
磁

□
】
囁
く
将
渕
沸
麒
　
回
路
戯
ё
訓
問

□
第
議
謝
俸
　
□
前
ヨ
゛
中
　
国
図
叫
鵬
討
野
ｓ

回
脚
⑤
＞
言
凡
ｆ
＞
へ
く
　
ロ
シ
ロ
ー
ト
く
咤
μ
ヤ

□
ふ
③
き
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『刃
鵡
誠
〈
働
』
Ｎ
酬
き
心
ノ
洲
系
言
叫
言
∈
計
ｓ
′

坤
齢
薄
滸
汗
ド
訓
闘
言
σ
計
ｓ
⊂
野
⊂
計
サ
や

□
再
τ

（能
き
対
臼
併
心
群
サ
や
）
　

回
τ
ラ
洵
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錦
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囃
判
マ
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0ま ちづくりは「市民が主役」。
キリトリセン……  …………  …………

郵便はがき

日ごろ、皆さんが

市政について思って

おられることを桑野

照史市長に直接伝え

てみませんか。

「市民が主役」の
(桑野照史市長) 

ま ち づ く り に 取 り組

んでいる筑後市では、皆さん一人ひと

りの声を大切にし、筑後市をもつと住

みよいまちにするために、皆さんから

の「声」をお待ちしています。市政へ

の提案や疑間、苦情、相談、激励など、

どんなことでも結構です。お気軽にご

意見をお寄せください。

なお、切手を貼らなくても出すこと

ができますが、経費節減のため50円

切手を貼っていただければ助かります。

皆さんからのご意見をお待ちしています。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

〇

ω

眸

∞

∞

(受 取 人)
筑後市大字山ノ井898

筑 後 市 長 行

IIIIIBIBIIIBIIBII・ III=こ =1日・il・ IBIBl,IIBl:11:B111:EEllB:lBl:IIBIBIII

※お返事を出したいと思いますので、住所、氏名をご記入下さい

差出有効期間

平成18年 12月

27日 まで

(切手不要)

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセンー ーーー̈―  ―――… ……

や
弱
皿
お

Щ
∞
母
∞
引
答
畔

臣
霞
森
伴
翼
隈

狛

笏
ミ
将
嵩
噂
置
呻

甲
（
と
（
十

。卜
悦
狛
製
梨
と
倖
や
豹
遭

や
鴎
や
引

〉
と
惇
Ｄ
蝶
峰
禅

『的

〉
拇
甲
慎
』
淫

命

′廼
眠
硬
的
梨
ミ

櫛
申
脆

。杯
悦
乞
ν
Ｏ
拇
也

代
禅
削
熱
的

・
ぱ
胆
的
Ｑ
癒
桑
く
狛
謝

′知
苺
肺

祀
と
０
廼
ν
Ｏ
蝶
淳

′六

く
各
体
早
榊
Ｒ

′ν
乞

０
翌

『的

〉
拇
群
慎
』

鸞
乞
）
０
さ
興
鳴
唄
申

● ● 0● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
キリトリセン

懸
維
鰹
群
≦
離

ｓ
〉
ゆ
拇
悦

奏
翠
怪
熙
ぷ

∞
③
∞
く

ぺ
Ｅ
卜
＜
悟
熙
零

（く

爵

Ⅸ
）

（郎
ぐ
昨
Ｓ
）

39

筑後局

承 認
8 3 3 8 7 9 0

．拳
，
お
な
と
Ｆ　
・

ム
」 住所

(フ リガナ)

お名前

年齢   歳 (性月U)男・女 台

回  答 必 要  ・ 不 要

∞

∞

枢

・
臥
　
　
　
（「吹
却
）
損

（盤
叶
）

上
―
ふ
八
Ｋ
押
稲
『句
Ｖ
や
峰
恒
』

∞
曲

朧
　
横

唄
翠
ぷ
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う

う

恭井

基
素

　
弐

碁

が

手

し
ゃ

共
高校生さん (12歳、赤坂 ) 凛華さん(14歳、赤坂 )松熊亜弓さん(8歳、尾島)

B

村上景子さん (27歳、尾島 )

メジヤーさん (12歳、大和 )

十

十

リボンさん(12歳、前津)

駄理子さん (14歳、徳久 )

れ
た
が
、
そ
の
最
中
に
ヤ
ジ
が
飛
び
出

す
。
内
容
か
ら
し
て
市
職
員
の
発
言
、

そ
れ
も
低
次
元
の
も
の
、
せ

っ
か
く
の

市
民
の
意
見
が
気
に
入
ら
な
い
か
ら
と

い

っ
て
ヤ
ジ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。
日
ご
ろ
耳
ざ
わ
り
の
い
い
話
が

多
い
の
で
気
に
な
る
の
か
と
思

っ
た
り

し
た
。

次
に
燃
え
る
こ
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

化
の
説
明
が
あ
り
、
従
来
の
戸
別
収
集

に
比
べ

一
千
万
円
の
経
費
が
節
約
に
な

る
と
の
こ
と
。
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
化
に
つ

い
て
は
多
く
の
市
民
の
協
力
が
不
可
欠

で
、
特
に
高
齢
者
に
は
大
き
な
負
担
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
ほ
ど

の
効
果
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
の

一
部
は

市
民
に
還
元
す
べ
き
だ
と
思
う
。
平
成

の
市
町
村
大
合
併
は
飴
と
ム
チ
を
使
い

分
け
る
悪
法
と
も
間
く
が
、
ム
チ
を
横

目
で
気
に
し
な
が
ら
も
飴
に
手
を
出
す

の
が
人
情
で
も
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、

市
民
の
協
力
が
求
め
ら
れ
嚇
要
と
な
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
。
鼻
の

先
の
ニ
ン
ジ
ン
ば
か
り
見
る
生
汚
は
だ

れ
で
も
い
や
だ
と
思
う
。

〕
み
ん
な
集
ま
れ
！

子
育
て
サ
ー
ク
ル

Ｍ

Ｉ

Ｒ

Ｅ

Ｉ

Ｏ

Ｒ

Ｉ

さ

ん

子
ど
も
に
お
友
達
が
ほ
し
い
、
マ
マ

に
も
お
友
達
が
欲
し
い
と
思

っ
て
い
る

手
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
ヘ
入
り
ま
せ
ん
か
。
市
肉
に
は
フ

～
３
つ
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

育
児
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
、
お
し

や
べ
り
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、
公
園

遊
び
や
ク

ツ
キ
ン
グ
、
あ
そ
び

・
修
の

づ
く
り
の
行
事
、
託
児
付
き
講
座
な
ど

楽
し
い
時
間
が
過
至
せ
ま
す
。
見
学
も

自
由
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
親
子
で
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。
衛
日
の
子
育
て
は
大

変
で
す
が
、
共
感
で
き
る
お
目
さ
ん
や

Ｉ
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
い
る
こ
と

で
、

悩
み
や
不
安
も
解
決
し
、
安
心
で
き
ま

す
。
「
外

へ
出
る
勇
気
」
‥
ち
よ

っ
と

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な

同
じ
気
持
ち
で
集
ま

っ
て
き
た
仲
間
た

ち
で
す
。
子
育
て
で
き
る
幸
せ
を
み
ん

な
で
感
じ
ま
せ
ん
か
。

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
市
晉
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
盗
◎
８
５
７
４
）
ヘ

初
心
者
の
た
め
の
ギ
タ
ー
教
室

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
肉
合
奏
団
で

は
、
◆
圃
で

２９

回
目
と
な
る
ク
ラ
シ

ツ
ク
ギ
タ
ー
の
初
心
者
教
室
を
開
き
ま

す
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
文
夫
、

団
員
が
や
さ
し
く
指
導
し
ま
す
。

（
と
き
〕
５
月

１０

日

側

～
１
年
間
、

毎
週
火
曜
日
の
年
後
フ
時
半
～
９
時

〔と
こ
ろ
）
八
女
文
化
会
館

（
八
女
市

大
字
本
町
）

（定
口昌

３。
人

〔
受
語
料
〕
無
料

（た
だ
し
教
材
費
と

し
て
月
１
０
０
０
円
嚇
要
）

（申
込
み
）
八
女
市
生
涯
学
習
課

（
金

０
９
４
３
④
ｌ
９
８
２
）
ヘ

（間
含
せ
）
同
合
奏
団

・
野
田

（
全

Ｏ

９
４
３
②
４
０
３
３
）
ヘ

ミ
韓

ヤヤ

Ｈ
１
９

＝

Ｓ

Ｃ

r
▼ユ十

ヤ

サ

ψヽ

丙導疑 (13)広辛限ちくご 平成 17年 4月号



サザンクス筑後・ローソンチケット・チケットぴあ・サンリブ筑後店・久留米井筒屋
アオキ楽器(八女市)・城島町総合文化センター・ローソン・ファミリーマート・セブンイレブン

ケット

プげンクヌ薙

財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942‐ 54-1200
FAX0942-54‐ 1205

●EEE④働G目目回回的田

―

すべての鑑賞例会の「年間予約」制度

坤

―

手軽に特典を受けたい人におすすめ

平
成

Ｗ
年
度

の
鑑
賞
例
会

は
ま
だ
調
整
中
で
例
会
情
報
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

「広
報
ち
く
ご
」
４
月

１５
日

号
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
す
る
チ

ラ
シ
で
友
の
会
の
詳
し
い
内
容

と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

豪
華
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
お

届
け
で
き
る
こ
と
は
間
違

い
な

し
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
友
の
会
に

入
会
す
る
と
、
例
会
の
チ
ケ
ツ

ト
を
１
週
間
早
く
、
１
割
引
き

で
買
え
ま
す
。
ま
た
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
毎

月
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

船
小
屋
温
泉
や

「
べ
ん
が
ら
村
」

の
入
場
割
引
き
、
お
土
産
に
も

好
評
な
、
久
留
米
が
す
り
で
つ

く

つ
た
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ

ツ
ズ
の
割
引
き
な

ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

友
の
会
年
会
費
は
「サ
ザ
ン
カ

通
貨
」で
の
お
支
払
い
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
申

込
み

・
問
合
せ
は
サ
ザ
ン
ク
ス

朴現
好
凛
へ
。

さ

しヽ

11

千
戌

１７
年
度

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

友

の
会

年 会 費 特 典

市内 未定
市夕1 市内の命額
に1,000円加算
※年会費には、全

例会のチケット 1

枚分の料金を含む

①最も見やすい席(スーパー席)から
1席選べます。
②先行発売期間肉に限り、さらにも
う 1席を 1割引で買えます。(スー
プヽ一席は当日料金。割引は最高500
円まで )

③一般発売の1週間前から先行発売
④イベント情報を送付します。

種   類 年 会 費 特 徴

十手ユラル 市内
2,000円

市夕13,000円
最も手軽な会員制度
です。

グループ
市内10′ 000円
市夕111,000円

ナチ ュラル会員 5人
分の会費で 6人分の
特典が受けられます。
※ 1回 につき会員証
6枚

ボスター 無  料
(条件あり)

公社が主催するイベ

ントのポスターを人
目につく場所 (自宅の
夕1壁など)に貼ること
が条件です。

特

　

典

①一般発売の1週間前から先行発売
(会員証1枚につきチケット2枚まで )
②会員証1枚につきチケット1枚を1割ヨIで買えます。
(割弓1最高500円まで )
③イベント情報を翅月送付します。

千
ケ
ツ
ト
を
早
く
ｒ
安
く
ゴ

サ
ザ
ン
カ

貨
と
は

地
域

の
み
な
さ
ま
に
も

つ
と

気
軽
に
ホ
ー
ル
事
業
に
参
加
し
、

利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
１
と

い
う
思

い
を
込
め
て
、
サ
ザ

ン

ク
ス
筑
後
で
は
、
平
成

１５
年
の

１０
月
に
文
化
ホ
ー
ル
独
自

の
地

域
通
貨

「サ
ザ
ン
カ
通
貨
」
を

つ

く
り
ま
し
た
。

地
域
通
貨
と
は
、
地
域
や

一

定

の
団
体
が
活
動
回
数
や
時
間

な
ど
に
対
し
て
独
自
に
発
行
す

る
通
貨
の
こ
と
で
す
。

「サ
ザ
ン
カ
通
貨
」
の
単
位
は

「ク

ス
」
で
、
１
ク
ス
Ｈ
ｌ
円
相
当
と

し
て
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

で
使
用

で
き
ま
す
。

「サ
ザ
ン
カ
通
貨
」
は
、
ホ
ー

ル
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
対

し
て
発
行
し
、
貯
ま

っ
た

「ク
ス
」

は
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

の
施
設
使

用
料
、
チ
ケ

ッ
ト
購
入
費
、
講

座
受
講
料
な
ど
に
あ
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※

「サ
ザ
ン
カ
通
貨
」
は
、
現
金

に
は
換
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

事
前
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
登

録
が
丞
要
で
す
。
会
員
登
録
は
、

住
所
、
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ポ
ラ
ン
テ
イ
７
募
集
中

ホ
ー
ル
の
運
営
を
手
伝

っ
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
登

録
申
請
が
ぶ
要
で
す
。
希
望
す

る
業
務
内
容
を
記
入
し
て
も
ら

い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、
必

要
に
応
じ
て
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

が
個
別
に
活
動

の
お
願

い
を
し

ま
す
。
申
請
書
は
サ
ザ

ン
ク
ス

筑
後
に
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
主
な

作
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送

準
備
＝
月
に
１
回
程
度
、
友

の

会
会
員
や
近
隣
の
ホ
ー
ル
な
ど

へ
送
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

発
送
作
業
を
手
伝

っ
て
も
ら
い

ま
す
。
作
業
は
主
に
平
日
の
午

前
中
に
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
ス
タ

ツ
フ
＝
イ
ベ

ン
ト
当
日
の
受
付
、
チ
ケ

ッ
ト

も
ぎ
り
、
客
席
案
内
、
楽
屋
接

待
な
ど
の
お
手
伝

い
で
す
。
（事

前
に
研
修
を
し
ま
す
）

▼
会
館
周
辺
の
整
備
＝
植
木

の

整
備
や
ご
み
拾

い
な
ど
の
簡
単

な
作
業
で
す
。

ら
氣

ササン角通帳
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※内容は変更することがあります。



れ

う

,

〉

サ
サ
ン
ク
ス
朗
後
の

醤
種
諸
塵
受
話
生募
集

第
３
期

ス
テ
ー
ジ

ロ

サ
ブ

・
オ
ベ
レ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
８
期
ス
テ
ー
ジ

・
サ
ブ

・
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（初
級
）

を
開
講
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上
▼
日
程
＝

月
２
回
程
度
の
全

２０
回

（
曜
日

未
定
）
▼
時
間

＝
午
後
７
時

３０

分
か
ら
９
時

３０
分
ま
で
▼
受
講

料
＝
年
間
１
万
円
▼
申
込
み
＝
４

月
１
日
④
か
ら
５
月

３‐
日
い
ま

で
舞
台
を

つ
く
る
た
め
に
必
要
な

照
明

垂
日
響

・
美
術
な
ど
を
初
心

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
講
習
し
ま

す
。
舞
台
の
裏
側
を
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も

の
た
め
の

え
ん
げ
き
ひ
ろ
ば

日
常
の
遊
び
を
通
し
て
、
感
じ

る
こ
と
、
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
、

仲
間
と
互
い
を
認
め
あ
う
こ
と
を

体
験
し
、
そ
れ
を
自
己
表
現
力
に

つ
な
げ
て
い
く
講
座
で
す
。
表
現

方
法
の
一
つ
と
し
て

「演
劇
」
と

い
う
手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
「児

童
劇
団
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
４
月
９
日

ω

に
は
体
験
受

講
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
申
込
み

は
不
要
で
す
の
で
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
。

平
成

１７
年
度

「
こ
ど
も
の
た

め
の
え
ん
げ
き
ひ
ろ
ば
」
を
５
月

２８
日

Ш
か
ら
開
講
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
２
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
▼
日
程
＝
開
講
日
以
降
の

第
２
、
第
４
土
曜
日
の
午
前
９
時

３０
分
か
ら
午
後

１２
時

３０
分
▼
受

講
料
＝
年
間
５
、
０
０
０
円

（保

険
料
別
途
５
０
０
円
）
▼
申
込
み

＝
４
月
１
日
⑥

か
ら
５
月

２５
日

い
ま
で

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（指
導
補

助
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
高
校
生
以
上
）

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と

一
緒
に
新
し
い
発
見
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

吾
種
語
塵
の
申
込
み
は

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
笹

ヘ

※
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
は
、
平
成

１６

年
度
に
筑
後
市
制

５０
周
年
、
サ

ザ

ン
ク
ス
筑
後
開
館

１０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
市
民

の
手
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
制
作
し
、
昨
年

■

月
に
国
民
文
化
祭
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
の
中
心
と
な
る
出
演
者
を
養
成

す
る
講
座
を
平
成

１４
年

の
６
月

か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
」
で
す
。

今
回
は
、
新
規
募
集
に
な
り
ま

す
。
「演
技
」
「歌
唱
」
「
踊
り
」

を
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上
▼
日
程
＝

６
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
▼
時
間
＝

午
後
７
時
か
ら
９
時

３０
分
を
予
定
。

▼
受
講
料
＝
年
間
１
万
円

（保
険

料
別
途
１
、
５
０
０
円
）
▼
申
込

み
＝
４
月
１
日
⑥

か
ら
５
月

３．

日

い

に
受
講
料
と
い
っ
し
ょ
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
こ
ュ
ー
プ
角
ル
講
座

４
月

１３
日

い

か
ら
毎
週
水
曜

日
に
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
を

開
講
し
て
お
り
ま
す
。
興
味

の
あ

る
方
は

一
度
見
学
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
。

ブ

ザ

◆4月の休館日 (4、 11、 18、 25日 )

4月 の
催 し 物

主催事業なしのため、催しについては、
各主催者にお問い合わせください。

催 物 名 会  場 開 演 入場料 間い合わせ先

3(日 ) バレエ発表会 大 ホール 13:00 無料

エルバレ/こ二

スタジオ
52-3388

10(日 )

ステップアップ
コンサー ト

小ホール 10100 無料
lttlア オキ楽器
0943‐ 22‐ 6337

社交ダンス
ノ単一ティ

大ホール 18:30 ¥1,500

アート・ダンス
ウィーブ
52‐7667

17(日 )

北山たけし
コンサー ト

大ホール 13100
¥4,000
全席自由,穂D

渡辺音楽
0944‐ 72-1166

ピアノ発表会 小 ホール 13:00 無料
小川楽器

0944-74-0333

201フト、l

嘉島典俊
特別公演

「女郎花」

大ホール

昼の部
12:30

夜の部
17:30

特 S席
¥6,000

A席
¥5,000

(税込 当日
Y500'曽 )

オフィスマイム
44-4502

22～ 24
④  (日 ) 春の会員書道展

ギャラリー 9:00 無料
市文化連盟
書道部会
52‐7617

24(日 ) バトン発表会 大ホール 12:30 無料
TOTALダンス
0944‐ 62‐4132

26しり
平成17年度
まちづくり講演会 小

ホール 18:30 無料

市まちづくり課
53‐4111

(内線156)

29ハッ5/1
00 (日 )

志悦窯陶芸教室

作品展
ギャラリー 10:00 無料

志悦窯陶芸教室
53-7632

サザンクス筑後ホームページ http://― wisathankusu― chikugo.or.jp/
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▲福島さん(後列右はし)の指導のもと、卒業生一人
ひとりがつくつたガラス片を張り合わせました

一`G々¶叩たS
＜

横
断
歩
道
で
の
誘
導
方
法
に
つ
い
て

熱
心
に
聞
き
入
る
消
防
回
の
皆
さ
ん

七色に光輝く
思い出づくり
0卒業記念にステンドグラ
スを製作
筑後北小学校 (日高良校長)を 3
月に卒業した62人が、卒業記念に
ステンドグラスを製作し、 3月 9日

に同校で、完成作品との記念撮影を

行いました。作品は、幅 90 cm、 高

さ73 cmの 「ついたて」で、中央に

チューリップなどの花が色鮮やかに輝いていま丸 卒業生たちは、修学旅行で

見た長崎県のステンドグラスの美しさが印象的でく卒業製作のテーマである「平

和への願い」にも一致することから製作することを決意。約 1カ月前から、同

校区内で芸術活動をしている福島忍さん (大和、65歳)の協力を得て、卒業
生一人ひとりがガラス片を切り出し、 1枚ずつつなぎ合わせました。完成した
作品を見た下坂陽香さん (赤坂)は 「すごくきれい。みんなに見てほしい」と
目を輝かせていました。

感性とチームワータ
で観客を魅了
③八女高創作ダンス発表会
八女高校 (高山宏囲校長)2年生
女子 146人が、 3月 11日 にサザン
クス筑後て,倉」作ダンスを発表しました。

創作ダンスは、豊かな表現力や協調

性を育んでもらおうと、同校が授業

の一環として取 り組んでいるものく

約半年前から練習に励んできた成果

を、約 500人の観衆の前で披露しました。
13グループに分かれて、振り付けや衣装、音楽など、すべて自分たちの手で

作り上げた今回の発表会。友情や環境問題、自分探しなど、さまざまなテーマ

を全身で表現したダンスに、会場から大きな拍手が送られました。グループリ
ーダーを務めた江口友里恵さん (停車場)は 「みんなの意見をまとめるのは大
変でしたが、終わったら感動して涙が出てきます」と、練習に打ち込んだ日々

を振り返りました。

「
一Ｉ
●

■
う
Ｉ
　
・！
　
・

「●

週学時の密全確保に
角強いコれっ人
○消防団員が交通安全
誘導研修

市民の生命と財産を守る市消防

団 (349人)が、 3月 6日 に筑後
中学校であった教養訓練の中で「交

通安全誘導研修」を行いました。

消防団では、地域の安全を守るた

めに、通常の活動に加えて、 4月

から登校する児童の交通安全活動

にも取 り組んでいくことを決め、

昨年末から全団員分の横断旗をそ

ろえるなどの準備を進めてきまし

た。今回の研修は、新学期のスタ

ートを前に、子どもたちを安全に

誘導するための方法を身に付けよ

うと行われたもので、筑後警察署

地域交通課・青山吉幸課長が「ま

ずは自分自身が安全な場所に立つ

こと。そして停車をお願いすると

きは、大きな動作で自信をもって

横断旗を振ってください」などと

アドバイスしました。研修を終え

たあと、角一徳消防団長は「児童

の安全のため、消防団としてもで

きる限りのことをやっていきたい」

と、団員一人ひとりに積極的な協

力を呼びかけました。

<
巾
の

現
】犬
に
つ
い
て
語
,」

合
い
ま
し
た

盛
春
港
メヽ

Ｏ
徹
底
検
証
！

ち
っ
ご
の
◆
と
明
日

入
女
市
、
広
川
町
と

の
合
併
協
議

が
不
調

に
終
わ
り
、
当
面
は
市
単
独

で
の
市
政
運
営
を
し
て

い
く

こ
と
に

な

っ
た
筑
後
市

の
現
状
と
、
将
来

の

展
望
に

つ
い
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

を
も
と
に
検
証
し
よ
う
と
、
３
月
６

日
に
サ
ン
コ
ア
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「徹

底
検
証
！
ち

っ
ご

の
今
と
明
日
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
は
、

ち

っ
ご

い
き

い
き
協
議
会

（
長
野
秀

文
会
長
）
が
開

い
た
も

の
で
、
日
本

政
策
投
資
銀
行

・
藻
谷
浩
介
参
事
役

を
招
き

「
ち

っ
ご

の
活
性
化
と
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会

が
あ

っ
た
ほ
か
、
藻
谷
さ
ん
と
桑
野

照
史
市
長
、
長
野
会
長

の
３
人
に
よ

る

「
て
い
談
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演

で
藻
谷
さ
ん
は
、
国
勢
調
査

や
各
種
調
査
結
果
を
も
と
に
、
近
年

市
内
で
は
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、

売
り
場
面
積
が
急
増

し
て
い
る
も

の

の
、
な
ぜ
財
政
難

と
言
わ
れ
て
い
る

の
か
を
詳

し
く
分
析
。

こ
こ
数
年

は

新
設
住
宅
数
、
小
売
販
売
額
と
も
に

減
少

し
、
一雇
用
も
横
ば

い
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
と
、

訪
れ
た
約

７。
人
か
ら
は
感
嘆

の
声
が

上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

長

野

分

丈

景気判団より、
ち密な現状分析を

広報ちくご 平成 17年 4月号 (16)潟運動



＞
寒
さ
を
振
り
払
い
、
元
気
い
っ
ば
い

に
駆
け
抜
け
る
子
ど
も
た
ち
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表紙から
筑後中学校では、先生や在校生、

保護者の皆さんに視福されながら

182人が卒業しました。体育館であ

った卒業式では、近藤榮一校長が生

徒一人ひとりに卒業証書を手渡した

あと、涙ながらに「これから多くの

人たちと出会い、夢をもって自分発

見の旅をしてください」と卒業生の

前途を励ましました。また卒業生全員が、昨年 11月 に全校で取り組んだ合唱

ヨンクールの曲を合唱。日頭を押さえながら歌う卒業生の姿に、会場から温か

い拍手が送られました。卒業生代表 。中村天一さん (津島西)は、支えてくれ

た多くの人たちに感謝したあと「苦しいことがあってもくじけずに歩いていき

ます」と、母校での経験をばねに飛躍することを誓いました。

地域全体が家族の
ような場所に
0北長田ふれあい館落成式
昨年 8月 に「ちっごふれあいの里

づくり事業」第 1号の計画承認を受

けた北長田行政区 (野田高男区長)く
活動の拠点施設「北長田ふれあい館」

▲
農P輩詳饗 だしだ峯皇祭震畠き亮蛮夢  雲票蟄}ま じだ。

9日 に同区で落成

この施設は、建築面積約 254だの木造平屋建てで、建設費用4,200万円のう

ち2,600万円を、市と宝くじの助成金で廂いました。間取りや部屋の使い勝手

などに知恵が絞られた施設には、約 100人収容の研修室のほか、交流スペース

の「ふれあい広場」などが備えられていま現 約 100人が集まった落成式く

子ども会代表・藤川友輔さん (11歳)は 「学校へ行くときに毎日眺めていま

した」と、完成に胸を弾ませました。

いつでも味わえう
思い出のメニュー

う
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０
卒
業
生
へ
給
食
レ
シ
ピ
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

卒
業
し
て
も
給
食
の
味
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
と
、
市
の
学
校
給
食
調
理
員

３７
人
が
、

こ
の
春
卒
業

し
た
小

。
中

学
生
全
員

へ

「学
校
給
食

レ
シ
ピ
本
」

を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

レ
シ
ピ
本

の
贈
呈
は
、
市
で
初
め
て
の
取
り
組
み

で
、
は
が
き
サ
イ
ズ

の
冊
子

（
１６

ペ

ー
ジ
）
に
は
、
中
華
お
こ
わ
や
揚
げ
パ

ン
、
ち
や
ん
こ
鍋
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
人
気
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
料

理
の
作
り
方
が
、
１
ペ
ー
ジ
に
１
品
ず

つ
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月

１４
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た

筑
後
北
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
全
員
が

見
守
る
中
、
同
校
の
城
戸
智
奈
美
調
理

員
が

「３
年
間
食

べ
た
給
食

の
こ
と
を

思
い
出
し
て
作

っ
て
み
て
」
と
、
保
健

給
食
委
員
長
だ

っ
た
近
藤
隆
之
さ
ん
、

梅
崎
丸
華
さ
ん
の
２
人

へ
手
渡
し
ま
し

た
。
近
藤
さ
ん
は
、
お
い
し
い
給
食
を

毎
日

つ
く

っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に

「大
好
き
だ

っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
、
今
度
は
家
で
つ
く

っ
て
み
た
い
」

と
話
し
、
小
さ
な
冊
子
を
大
切
に
抱
え

て
い
ま
し
た
。

…人ひとりの口標に

向かつて
0ちつごマラソン大会
早春の筑後路を駆け抜ける「第

12回 ちつごマラツン大会」が、

3月 13日 にサザンクス筑後周辺

でありました。市内外から参加し

た約 740人のランナーたちは、そ

れぞれの目標に向かって、元気に

駆け抜けました。各部門の優勝者

は、次の皆さんです。(敬称略)

【2 km】 >河 学ヽ 3、 4年男子=山

口征輝 (柳川市)>同 女子三中
村光 (大木町)>刻 学ヽ 5、 6年
男子=森田浩揮 (三橋町)>同
女子=古谷美鈴 (大牟田市)>
中学生女子=安部朱那 (大牟田市)

【5 km】 >中学生男子=後藤郁晃
(志)>16～ 18歳男子=大橋邦
忠 (瀬高町)>16～ 49歳女子=
室園裕美 (八女市)>19～ 49歳
男子=佐田雄― (大牟田市)>50
歳以上男子=田原直 (久留米市)

>同女子=服部理恵子 (山川町)
【1 0 km】 >16～ 18歳男子=塩塚
宗次郎 (大和町)>16～ 49歳女
子=中井良子 (大木町)>19～
49歳男子=園日要 (久留米市)
>50歳以上男子=緒方寛 (河 君ヽ呂市)
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女
性
に
は
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
な
ど
特
有
の

が
ん
が
あ
り
ま
す
。

「
が
ん
」
と
間
く
と
、

こ
わ

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
子
宮
が
ん
、
乳
が

ん
な
ど
は
、
早
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
特
有
の
が
ん
を
知
り
、

き
ち
ん
と
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳

が
ん

乳
が
ん
は
、
日
本
人
に
は
少
な

い
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
と
も
な

っ
て
発
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
女
性

の

３。
人
に
１
人
が
生
涯

の
間
に
乳

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
、
女
性

の
壮
年
層

（
３。

～

６４
歳
）

の
が
ん
死
亡
原
因
の
第
１
位
と
な

っ

て
い
ま
す
。
初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、

放
置
さ
れ
や
す

い
病
気

で
、

３。
歳
代

で
急
激
に

患
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

３。
歳
を
過
ぎ
た

ら
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
イ

（乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
）

に
よ
る
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早

期
発
見
の
た
め
、
月
に
１
回
は
次
の
方
法
で
自
己

診
断
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

人口10万人あたりの乳がん患者の割合
田

■

日
10。人

鵬

日

日

■ 50人

口

■

■

O
R

騒        子しがんの自己検診方法
騒 o月 1回、覚えやすい日を決めて行う。月経前や月経中などで
霊 乳房が張っているときは、避ける

層 0鏡の前で、両腕を下げたまま、乳房 。乳頭の形をよく観察す
騒 る。両腕を上げて、乳房に左右差はないか、表面にくばみやひ

きつれはないか、平し頭にくばみやただれはないか確認する

03～ 4本の指をそろえて、指先の腹側で乳房を軽 く押さえながら、腕をあげ
朗
た脇の下から平し頭に向かって円を描 くようにゆっくりと動かし、しこりがない
臼 か確認する

調 0乳頭や乳房全体をつまんで、分泌物が出ていないか確認する
澱 ※自己検診で異常を感じたら、ためらわず専門医を受診するようにしましょう

がんの統計(2003年 版):がん研究振興財団発行

子
宮
が
ん

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
入
り
口
の
顎
部
に
で
き

る
子
宮
顎
が
ん
と
、
子
宮
奥

の
体
部
に
で
き
る
子

宮
体
が
ん
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
顎
が
ん
は
、

４。
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、

そ
の
前
後
の
年
代
に
多

い
病
気
で
す
が
、
最
近
は

２。
歳
代
～

３。
歳
代
の
若

い
人
に
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル

ス
と

い
う
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
関
与
し
て
お
り
、

若

い
年
代
で
の
性
活
動
に
よ

っ
て
、
感
染
の
機
会

が
増
え
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初

期
の
子
宮
顎
が
ん
で
は
、
ま

っ
た
く
症
状
が
な
い

の
が
普
通
で
す
が
、
進
行
す
る
に
し
た
が

つ
て
異

常
な
お
り
も
の
、
不
正
出
血
、
性
交
時
出
血
、
下

腹
部
痛
な
ど
が
現
れ
て
き
ま
す
。
自
分
の
体
を
守

り
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
健
や
か
な
女
性
で
あ
る
た

め
に
、

２。
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
子
宮
顎
が
ん
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

子
官
体
が
ん
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エ
ス
ト
ロ

グ

ン
）
の
分
泌
の
増
加
や
、
未
経
産
、
不
妊
、
肥

満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
も
関
連
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
病
状
が
進
行
し
て
い
な

い
早
期

の
段
階

で
出
血
を
き
た
す
こ
と
が
多
く
、

不
正
出
血
で
の
発
見
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
症
状
が
あ

っ
た
ら
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
よ
う
。

市
で
は
、
毎
年
５
月
～
６
月
に
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「
広
報
ち
く
ご
」
４
月

１５
日
暑
と

一
緒
に
配
布
す
る
検
診
の
チ
ラ
シ
で
日
程
な
ど
を

確
認
し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

―― 平成 10年‐‐‐ 昭和 50年

タ
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ψ問合せ =健康づ くり課
盗 53-4115

◆予防接種 ※母子健康手帳と予診票を持ってきてください

◆乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室・相談
4月 の業 おひさま教室
(時間はいずれも10:00～ 11:30

◆5月 (上旬)は一

①>12日∞=「ダンボールであそぼう !」 (3～
6歳児)>13日 lフkl・ 14日 lttl=「紙ふぶきあそ
び」(0～ 2歳児)
おひさまハウス     【申込み:8日③】
②21日 lttl=「親子ビクス」講師:大西真果さん
サンコア3階軽運動室  【申込み:15日 (金l】
業外であそぼう(当日受付)
15日③=筑後中央児童遊園
22日③=窓ケ原公園
υO歳児の赤ちゃん広場(当日受付)
20日 17kl=おひさまハウス

5月 (上旬)は・̈

①6日①=業外であそぼう(当日受付)
井原堤水辺公園
②10日ω・11日 17kl・ 12日 lttl=「シールであそぼ
う」おひさまハウス  【申込み:5月 6日 (金l】
【申込み・問合せ】子育て支援センター (a53-
8574)ヘ

※プレイルーム開放は4月 から毎月第3土曜日
(9:00～ 12100)に替わります

今日の宙生行事

み

囲日曜祝日在宅医
3日 おおた胃腸科Sク リニック(上富久)奮51-7080
山崎医院 (山 ノ井中)     金53-2753

10日  加藤田整形外科 (上原々南)  金53-68H
柳瀬医院(一条)       奮53-3808

17日  本附外科医院 (藤島)     a53-3945
チクゴ医院(尾島)      a53-4350

24日  あさかわ整形外科クリエック(停車場)盆 51-7339
江島医院(船小屋)      a53-4832

29日  岡邦彦産婦人科 (水田上)   盆53-0012
柿添医院(新溝)       盆51-1239

日救急指定病院

筑後市立病院 (不日泉西)      a53-75H
日小児救急外来(19:00～ 22:00)

月・水。金曜日=公立八女総合病院(八女市大字高塚)
a0943-23-4131

火。木曜日=筑後市立病院 (不日泉西) 奮53-7511
※変更になる場合がありますので事前に問い合わせてください

爵鬱霊(19)広幸限ちくご 平成 17年 4月号

囲広域眼科在宅医
3日 実吉眼科医院(久留米市天神町)a34-5828
10日  中島眼科医院(久留米市野中町)a44-2030
17日 橋本眼科医院(小郡市大板井) 奮72-2335
24日  久留米大塩眼科クリニック(久留米市津福本町)a86-8200
29日  大菩寺なかしま眼科医院(久留米市大善寺宮本)a26-0003
団歯科休日診療
3日 馬田歯科医院 (二本松)    全52-8788
10日 横山歯科医院(八女市大字本村)

a0943-22-5384
17日 やすなが歯科医院(八女市大字吉田)

俗0943-23-0100
24日  松山歯科医院(八女市大字納楚)

奮0943-24-1234
29日  山下いさみ歯科医院(西牟田町)盆 53-7864
圏福岡県小児救急医療電話相談(19:00～ 23:00)

聖マリア病院          盗37-6116

メ

予防接種 と   き と こ ろ 対  象  者

ポリオ(小児マヒ)
12日 1吟・19日しЮ。21日

'pと5月 26日いの13:30～ 14:30
保健センター

市内に住んでいる生後3～ 90か月未満の子(できるだけ生後18
か月までの間に受けましょう。) ※春と秋で2回服用します

健  診 と  き と こ ろ 対  象  者
4か 月 児 健 診 22日悟D   13:00へ44:00

保健センター

平成16年 12月生まれの子

10か 月 児 健 診 1日悟∋   13100-14:00 平成16年 6月 生まれの子

1歳 6か 月児健 診 15日倫9    13100～ 14:00 平成15年 9月生まれの子

3歳 児 健 診 14日 lガ 1ヽ   13:00～14:00 平成14年 3月生まれの子

教室・相談 とき・ところ 内  容

おつぱい教室
7日体)10100～ 12:00
=保健センター

妊婦や授乳中の母子。妊娠中から

の乳房管理、母乳育児について

もうすぐ

パパママ教室

12日しり10:00～ 12:00
=保健センター

妊娠中のすごし方、栄養指

導、妊婦体操 (実習)な ど

19日し噂10:00～ 12:00
=保健センター

お産のための補助動作指導、

育児について、沐浴(実習)

24日 (日 )10:00～ 12:30

=保健センター
パパの妊娠模擬体験、妊娠の経過、

妊娠中の生活、必要物品の準備

こころ・ほつと

相談 (要予約)

16日 t[113:30-15:30
=保健センター

子どもの言葉や心の育ち方、

子どもへの接し方など

乳 幼 児 教 室
21日体)10:00～ 12:00

=保健センター
0歳の子どもと保護者。育児や

離乳食指導、赤ちゃん体操など

参加無料

就学前の
親子対象。

内  容 と   き と こ ろ

もうすぐパパママ数室 10日 9り 10:00～ 12:00
保健セ ンター

3歳 児 健 診 12日 い 13:00～ 14:00



のベージ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

市
で
は
、
平
成

１７
年
度
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券

（黄
色
）
を
発
行
し
ま
す
。

（内
容
〕

▼
小
型
タ
ク

シ
ー
の
初
乗
り

運
賃
分
を
助
成
し
ま
す
▼
１
枚

の
利
用

券

で
１
回
乗
車

で
き
ま
す
▼
申
請
し
た

月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
利
用
券
を
、

月
に
２
枚
単
位

で
交
付
し
ま
す
▼
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
は
、
市
と
契
約

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
限
り
ま
す

※
平
成

１６
年
度
の
利
用
券

（桃
色
の
利

用
券
）
は
使
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

〔対
象
〕
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
平

成

１６
年
度

の
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人
▼
①

ｌ
級
か
２
級

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
も

つ
人
②
Ａ
の
療
育
手
帳
を
も

つ
人
③
ｌ

級

の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
も

つ
人
④
申
請
時
に
満

８。
歳
以
上
の
人

※
社
会
福
祉
施
設

の
入
所
者
や
６
カ
月

以
上
入
院
中

の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん（申
込
み

・
問
合
せ
〕
印
か
ん
と
、
①

は
身
体
障
害
者
手
帳
、
②
は
療
育
手
帳
、

③
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
④

は
老
人
医
療
証
を
持

っ
て
、
随
時
健
康

づ
く
り
課
高
齢
者
支
援
係

（
盗
０

４
１

１
５
）

ヘ

優
良
運
転
者
表
影

市
交
通
安
全
協
会
と
筑
後
警
察
署
で

は
、
優
良
運
転
者

の
表
彰
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

①
福
岡
県
警
察
本
部
長

・
福
岡
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

〔資
格
〕
茨

の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す

人
▼
継
続

１０
年
以
上
の
運
転
経
歴
を
も

ち
、
過
去

１０
年
以
上
無
事
故

。
無
違
反

・

罰
金
以
上

の
刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
が

な

い
人
▼
筑
後
警
察
署
長

・
筑
後
市
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

②
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
肇

（交

通
栄
嘗
章

「緑
十
字
銅
章
し

〔資
格
）
次

の
要
作
を
す

べ
て
満
た
す

人
▼
継
続

１０
年
以
上
の
運
転
経
歴
を
も

ち
、
過
去
１０
年
以
上
無
事
故
、
過
去
５

年
以
上
無
違
反

・
罰
金
以
上
の
刑
に
あ
た

る
犯
罪
行
為
が
な

い
人
▼
①

の
表
彰
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

③
九
州
管
区
警
察
局
長

・
九
州
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰

（資
格
）
次

の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す

人
▼
継
続

１５
年
以
上
の
運
転
経
歴
を
も

ち
、
過
去

２。
年
以
上
無
事
故
、
過
去

１０

年
以
上
無
違
反

。
罰
金
以
上

の
刑
に
あ

た
る
犯
罪
行
為
が
な

い
人
▼
②

の
表
彰

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

囲
申
込
み

・
問
合
せ

①
は
６
月

２３
日
∩
、
②
③
は
５
月

１２

日
い

ま
で

（
い
ず
れ
も
午
後
５
時
ま
で
。

土

。
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
に
同
協

会
事
務
局

（筑
後
警
察
署
東
側

な
０

７

５
９
９
）

ヘ

※
申
込
み
に
は
、
運
転
免
許
証

（
コ
ピ

ー
可
）
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書
代
金

７
０
０
円
が
必
要
で
す

暴
力
被
害
集
中
相
談

④

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は

「暴
力
被
害
集
中
相
談
」
（無
料
）

を
行

い
ま
す
。

（と
き
）
４
月

２３
日
①
午
前

Ю
時
～
午

後
４
時

〔と

こ
ろ
〕
久
留
米
市
役
所
３
階
久
留

米
市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会

（久
留
米

市
城
南
町
）

（内
容
）
暴
力
団
な
ど
の
困
り
ご
と
に
、

弁
護
士
や
警
察
官
な
ど
が
電
話
や
面
談

で
対
応
し
ま
す

（当
日
相
談
電
話
〕
盆
⑩

９
０
５
５

〔問
合
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー

（
合
０
９
２

・

６
５
１

・
８
９
３
８
）

ヘ

※
事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

□
腔
が
ん
検
診

八
女
筑
後
歯
科
医
師
会
で
は

「
口
腔

が
ん
検
診
」
（無
料
）
を
行

い
ま
す
。

（と
き
）
４
月

２６
日

∩

午
後
１
時
～
３

時

（と
こ
ろ
）
八
女
筑
後
歯
科
医
師
会
館

（八

女
市
大
字
本
町
）

（検
診
担
当
〕
久
留
米
大
学
医
学
部
歯

科
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー

（問
合
せ
〕
同
医
師
会

（
ａ
０
９
４
３

②

４
８
２
己

ヘ

※
事
前

の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

筑
後

・
か
す
り
市

フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
モ
デ
ル

筑
後

。
か
す
り
市
実
行
委
員
会
で
は
、

６
月
４
日

①

・
５
日
⑪

に
サ
ザ

ン
ク
ス

筑
後
で
開
く

「第

１１
回
筑
後

・
か
す
り

市
」

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
出
演

す
る
モ
デ

ル
を
募
集
し
ま
す
。

（対
象
）
か
す
り
市
数
日
前

の
夕
方
に

行
う
リ

ハ
ー
サ
ル
と
、
２
日
間
で
合
計

４
回
程
度

（
１
回

４。
分
程
度
）
の
シ
ョ

ー
に
出
演
で
き
る
人

（募
集
人
数
）
若
千
人

（
実
行
委
員
会

電話番号はおまちがえのないように

躍 ～お酒は三十歳になつてから～
〔

曙 国税庁では、
昭 4月 を「未成
襲
年者飲酒防止
麟
強調月間」と
騒
して、未成年

ξ者の飲酒防止
題に関する意識

ほを高め、酒類小売販売場での 曜

獲未成年者飲酒防止に向けた取 B

瓢 り組みの徹底を図ります。  睡
口   福岡国税局・税務署   巨
額雪穏田國四日■臣■由■ F

4周 6日 17kl～ 15日①
〔運動の基本〕子どもと高齢
者の交通事故防止

〔重点項目〕
0二輪車と自転車の安全利用
を推進しよう

0シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用を徹底し
よう

0交差点の交通事故を防止し
よう

〔主唱〕交通事

故 をな くす福

岡県県民運動

本部

未成年者n只酒防止強調月間

募
集

広報ちくご 平成 17年 4月号(20)あさ騒



―
― 口

iり Information

で
選
考
し
ま
す
）

〔謝
礼
〕
１
万
円

（
申
込
み

・
間
含
せ
）
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
身
長
、
自
己
Ｐ
Ｒ

を
書
き
、
全
身
写
真
１
枚
を
同
封
し
て

４
月

２。
日
蝦

ま
で

（消
印
有
効
）
に
同

会
事
務
局

（市
商
工
観
光
課
内
〒

８３３
‐

８
６
０
１

〈住
所
不
要
〉
盗
０

４
１
１

１
内
線
２
１
１
）

ヘ

※
な
お
、
写
真
な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん

筑
後
市
少
年
の
船
団
員

市
少
年

の
船
実
行
委
員
会
で
は

「第

２５
回
筑
後
市
少
年

の
船
」
の
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

〔と
き
〕
７
月

３。
日
ω

～
８
月
２
日
ω

〔と
こ
ろ
〕
鹿
児
島
県
徳
之
島

〔
対
象
）
小
学

４
年
生
～
中
学
生

で
、

す
べ
て
の
事
前
研
修
に
参
加
で
き
る
人

〔参
加
料
）
▼
小
学
生

＝
５
万
７
０
０

０
円

（
５
万
９
０
０
０
円
）
▼
中
学
生

＝
６
万
円

（
６
万
２
０
０
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
市
外
に
住
ん
で
い
る
人

（募
集
人
数
〕

８。
ズ

（
応
募
多
数

の
場

合
は
拍
せ
ん
）

（事
前
研
修
〕
３
回

（
日
時
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

（申
込
み

・
間
含
せ
）
サ

ン
コ
ア
や
市

内
各
小

・
中
学
校
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
き
、
４
月

２２
日
⑥

ま
で

（
消
印
有
効
）
に
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係

（
〒

８３３
‐
８
６
０
１

〈住
所
不
要
〉

金
０

４
１
１
１
内
線
４
３
２
）

ヘ

専
修
学
校
等
奨
学
生

市
で
は

「専
修
学
校
筆
奨
学
生
」
を

募
集
し
ま
す
。

（対
象
〕
次

の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す

人
▼
今
年
３
月
に
中
学
校

・
高
等
学
校

を
卒
業
、
ま
た
は
、
平
成

１６
年
度
中

に
高
等
学
校
を
中
途
退
学

し
た
人

で
、

専
修
学
校
な
ど
に
入
学
し
た
人
▼
経
済

的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
人

（
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
）
▼
ほ
か
の
団
体
な
ど

か
ら
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

〔賞
付
額
〕
▼
入
学
支
度
金

１０
万
円
▼

修
学
資
金
①
高
箸

。
一
般
課
程

＝
月
３

万
円
②
専
門
課
程
＝
月
５
万
３
千
円

（申
込
み

・
間
含
せ
）
商

工
観
光
課
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
４

月

２８
日

い

ま
で
に
、
直
接
同
課

（
奮

０

４
１
１
１
内
線
２
１
１
）

ヘ

青
年
海
外
協
力
隊
・シ
エ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）

で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊

・

シ

エ
ア
海
外

ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

囲
青
年
海
外
協
力
隊

〔応
募
資
格
）
満

２。
歳
～
満

３９
歳

（
５

月

２。
日
現
在
）
の
日
本
国
籍
を
も

つ
人

（募
集
期
間
〕
４
月

１。
日
０

～
５
月

２。

日

④
〔募
集
分
野
）
農
林
水
産
、
加
工
、
保

守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教

育
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ

〔募
集
人
数
〕
約
８
０
０
人

（派
遣
期
間
〕
原
則
２
年
間

〔説
明
会
）
▼
ア
ク

ロ
ス
福
岡

（
福
岡

市
中
央
区
天
神
）
＝
４
月

１８
日

⑪
午
後

６
時
半
～
８
時

Ъ
分
、
４
月

跡
日
０
午

後
４
時
半
～
６
時

ち
分
、
５
月

１．
日
い

午
後
６
時
半
～
８
時

４５
分
▼
久
留
米
市

役
所
２
階
く
る
み
ホ
ー
ル

（久
留
米
市

城
南
町
）
＝
４
月

１３
日
伽
午
後
６
時
半

～
８
時

４５
分

囲

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

〔応
募
資
格
〕
満

４。
歳
～
満

６９
歳

（派

遣
時
）
の
日
本
国
籍
を
も

つ
人

（募
集
期
間
〕
４
月

１。
日
①

～
５
月

２。

日

④
（募
集
分
野
〕
計
画

・
行
政
、
公
共

・

公
益
事
業
、
農
林
水
産
、
鉱
工
業
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
、
商
業

・
観
光
、
人
的
資
源
、

保
健

・
医
療
、
社
会
福
祉

（派
遣
期
間
〕
１
～
２
年
間

〔募
集
人
数
〕
約
３
０
０
人

〔説
明
会
）
▼
ア
ク

ロ
ス
福
岡

（福
岡

市
中
央
区
天
神
）
＝
４
月

１３
日

い
、

２５

日

ω

の
午
後
６
時
半
～
８
時
半

（資
料
請
求

・
問
合
せ
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九

州

（
〒

８０５
‐
８
５
０
５
北
九
州
市
八
幡

東
区
平
野
２
１
２
１
ｌ

ａ
０
９
３

・
６

７
１

・
８
３
４
９

ｍ
Ｆ
ｄ
導
ゴ
ヨ
ヨ
」
一８
・

∞
〇
」
ｏ
）
　
ヘ

防
火
管
理
者
資
格

（甲
種
）
取
得
語
習
会

市
消
防
本
部
で
は

「防
火
管
理
者
資

格

（
甲
種
）
取
得
講
習
会
」
を
開
き
ま

す
。

（と
き
〕
４
月

２６
日
∞
、
２７
日
蝦

の
午

前
９
時
～
午
後
４
時

（受
付
＝
午
前
８

時
半
～
）

（と
こ
ろ
）
消
防
署
３
階
会
議
室

（
受
講
料
〕
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
４
３
２
５
円
が
必
要
）

0似

市レクリエーション協会では「レクリエーション・

インストラクター養成講座」を開きます。

〔一般プログラム〕19:30～ 21:30

〔特別プログラム〕9:30～ 16:30

〔ところ〕サンコア3階軽運動室

〔受講料〕>一般プログラム=全日程5000円 (5500
円)、 1日単位で受講する場合は 1回 1000円 (1200

円)>特別プログラム=2000円 (2500円 )
※カッヨ内は市外に住んでいる人

〔定員〕50人になり次第締切り

〔申込み・間合せ〕4月 21日 lttlま でに同会事務局 (社

会教育課内奮53-4111内 線432)ヘ
※この講座で働 日本レクリエー

ション協会認定レクリエーショ

ンインス トラクター資格取得の

ための、単位の一部にすること

ができます

1 4月 26日 9噂 アイスブレーキング

2 5月 10日しЮ こどものあそびアラカルト
3 5月 24日 し噂 高齢者にも出来るクラフト

ケアビクス体験4 6月 7日 9噂
5 6月 21日 9り セラピューティック・ ケア

6 7月 5日しり チャレンジ・ザ・グーム

7 7月 19日ω レクリエーション演劇

8 8月 9日 9り ダンス&ダンス
9 8月 23日 C噂 出発 (た びだち)のつどい

講座内容回 と  き

1 9月 11日 (日 ) レクリエーションとホスピタリティ

講座内容回 と  き

講
座

Ｅ
講
演
会

ジ

腱醤乳 (21)広報ちくご 平成 17年 4月 号



職
業
副‖
練
請
座

（定
員
〕

４。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（持

っ
て
く
る
も
の
）
印
か
ん

〔申
込
み

・
間
含
せ
）
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
き
、
写
真

（
２
枚
）
を
添
え
て

４
月

１５
日
⑥

ま
で
に
同
係

（
ａ
◎

２
０

２
０
）

へ
直
接
出
し
て
く
だ
さ
い

久
留
米
地
区
職
業
訓
練
協
会
で
は

「職

業
訓
練
講
座
」
を
開
き
ま
す
。

日
宅
建
対
策

（と
き
）
５
月

Ю
日
∞
～

Ю
月

望
日
④

の
毎
週
火

・
木
曜
日

（
８
月

１９
日
か
ら

は
火

・
木

・
金
曜
日
）
、
午
後
６
時
半

～
９
時

（内
容
〕
基
礎
知
識

・
過
去
問
な
ど

（対
象
〕
受
験
者

〔受
請
料
）
５
万
５
０
０
０
円

（定
員
）

３。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

圃

は
じ
め
て
の
Ｊ
Ｗ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

〔と
き
〕
４
月

１８
日
⑪
～
６
月

１５
日
伽

の
毎
週
月

・
水
曜
日
、
年
後
６
時
半
～

９
時

〔内
容
）
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本

〔対
象
）
パ
ソ
コ
ン
経
験
者

〔受
講
料
〕
３
万
６
０
０
０
円

（定
員
〕

１９
人
に
な
り
次
第
締
切
り

圏

は
じ
め
て
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

〔と
き
〕
４
月

１９
日

∞

～
６
月
２
日

い

の
毎
週
火

。
木
曜
日
、
午
後
６
時
半
～

９
時

〔内
容
〕
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
基
本

〔対
象
〕
パ
ソ
コ
ン
経
験
者

〔受
講
料
〕
２
万
１
０
０
０
円

（定
員
〕

１９
人
に
な
り
次
第
締
切
り

囲

と
こ
ろ

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（久

留
米
市
東
合
川
）

日
申
込
み

・
間
含
せ

同
セ
ン
タ
ー

（
ａ
⑭

５
２
０
１
）

ヘ

踵

解

勉

異

大
痙
種
嘩

防
衛
庁
で
は
、
平
成

１７
年
度
防
衛
庁

職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

日

Ｉ
種
試
験

〔
受
験
資
格
）
日
本
国
籍
を
も

つ
人

で

▼
昭
和

４７
年
４
月
２
日
～
昭
和

５９
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
▼
昭
和

５９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
人
か
、
来
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
、
防
衛
庁
が
大
学
卒

業
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

〔申
込
受
付
）
４
月
１
日
④

～

１５
日
⑥

〔第
１
次
試
験
日
）
５
月
８
日

０

圏

＝
種
試
験

〔
受
験
資
格
〕
日
本
国
籍
を
も

つ
人

で

▼
昭
和

５．
年
４
月
２
日
～
昭
和

５９
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
▼
昭
和

５９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

・

短
期
大
学

・
高
筆
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
人
か
、
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人
、
防
衛
庁
が
大
学

・
短
期
大
学

・

高
等
専
門
学
校
卒
業
と
同
箸

の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

〔申
込
受
付
〕
４
月
１
日
④

～

１５
日

④

〔第
１
釈
試
験
日
〕
６
月

１２
日

⑤

日

問
合
せ

申
込
用
紙

の
請
求
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課

人
事
係

（
ａ
０
９
２

・
４
８
３

・
８
８
１

５

ｍ
Ｆ
お０
一ヽ
↑卜てて電
く，ユ
計
。器
を
）

ヘ

市弓道連盟

では「弓道初

心者教室」を

開きます。

〔とき〕5月 7

日tD～ 6月 29

日mのイ輯球・
土曜日 (全 16回 )、 19:30～
21:30

〔ところ〕市弓道場 (水田コ

ミュニティセンター内)

〔対象〕中学生以上の弓道未

経験者

〔受請料〕3000円

〔申込み・問合せ〕5月 2日 l月 )

までに同速閣事務局・丸山 (市

学校教育課内奮53-4■ 1内
線 425)ヘ

」
Ｌ
■
■
ロ
ロ
Ｆ
Ｆ
，

銑

★子育て電話相談 盆53-3574(毎 週月～金曜日 9:00～ 17:00)
★教育相談電話  a52-8880   ★福岡県教育ホットライン な52-4949
★女性の悩み電話相談  盗53-2516(毎 週月～金曜日 8:30～ 17:00)

試
験

↑ロ    ヨ央 と   き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児重相談
毎週月・火・木・金曜日
8:30-17:00 市民相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員兼母子自立支援員)

市民課
盗041■内線134

教 育 相 談
毎週周～金曜日
8:30-17:00 教育研究所

いじめ・不登佼。学習 。進路などの
悩みや心配など  (教育相談員)

教育研究所
定1電D8678

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
9:00-12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談     (医 師、看護部長筆)

市立病院総務課
空AttD7511

心 と 体 の
障 害 相 談

4月 13日 (水 )
13:30-16:00

おひさまハ

ウス
障害者 (児)やその家族の悩みなど

(社会福祉士)
市民課
金041■内線135

心の健康相談
毎週金曜日
13:00-16:00 市民相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

市民課
a04111内線135

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水躍日
13:00^Ψ 16:00 市

民相談室
生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子自立支援員)

市民課
金⑬4111内線135

補聴器相談
4月 19日 (火 )・ 27日 (水 )
10100～ 12:00 市民相談室

聴覚障害者用の補聴器について相談
修理など      (指 定業者)

福祉事務所
盆04111内線223

在 宅 介 護 相 談  (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じます。
《と き》常時 (土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師箸が対応します)
《ところ・問合せ》市立病院俗⑭1439)、芳樹園(ao2511)、 クリーンパルゆうに⑫0630)、社会福祉協議会(盆⑫9066)

広報ちくご 平成 17年 4月号(22)荘
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『モンスターをかこう !』   さく
エド・エンバリー(作 )

(・ スク‐か|う! 慧僚ζ寃ネg鼻百μご宏慈梁≧身
多場惹Σ象をiゴP亮冗愚念I畢甚
ォォヵ学莞三・。こゎ協けどュ

_モラ
スなモンスターを楽しくかいてみ

よう !

6同雷 口田随進鞄団蟄孤劃
～たくさん読もう。楽しく箭もう。～

子どもの読書活動は、言葉を学び、

感性を磨き、表現力や創造力を高める

など、人生をより豊かに生きる力を身

につけるうえで大切なものです。この

ような子どもの読書活動の推進を図る

ために、4月 23日 は「子どもの読書活動の推進に関する

法律」により『子ども読書の日』と定められています。

子どもの読書活動を推進するためには、皆さん一人ひと

りの理解 と協力が必要です。家庭をはじめ、学校や地域

などで子どもの読書活動の推進に取り組んでいきましょう。

図書室では『子ども読書の日』にちなんで「おはなしの

広場」を開きます。皆さん参加してみませんか。

みん声3あつまれゴお Iきなしの広場  日
おはなしボランティア「ぽけっと」による絵本の読・
み聞かせやパネルシアターなどを行います。

〔とき〕4月 23日 _卜 11:00～ (50分程度)
〔ところ〕サンコア3階軽運動室
※今回は、毎月第 4土曜日に行ってい

る「おはなしのじかん」の内容を充

実させて行います。5月 からは通常の

内容にもどります

4月 の体館日
日 月 火 水 木 金 土

1   2

8  9
15 16

22 23

29 30

☆開館時間 9100～ 17:00
(木 。金曜日=9:l10～ 20:(Xl)

☆中央公民館図書室

奮(直 )51‐ 7200

盆(代 )53‐ 2178

は休館 日です

3  4  5
10 11 12

17 18 19
24 25 26

6  7
13 14

20 21

27 28

ヽ
′

入

町

日

日

日

Ｂ

Ｈ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

．

Oσ

く児重向き>

ないてるのだ～れ ?

ガオ

魔女とぶしぎな指輪

おひめさまえんそくにいく

手で食べる ?

ささきようこ

田島征三

ルース・チュウ

まだらめ三保

森枝卓士

<一般向き >

のはらうたわっはっは          工藤直子

昆虫帝国オーロボン     ステイーブ。ブォーク

韓国の食                 黄慧性

中・高校生のための狂言入門      山本藤次郎
月収20万からのお金持ち講座       谷口直樹
ももこの21世紀日記  N04     さくらももこ

金日麗のキムチ入門           金日麗

花の色を美しく保つスタイリッシュフラフー 若林佳子

↑ロ    ヨ炎 と   き ところ 内  容  (4目談員 ) 問合せ

消費生活相談
毎週月・火・水・金曜日
8:30-17:00 市民相談室

消費生活に関する苦情など

(消費生活相談員)
市民課
a041■内線185

社会保険相談
4月 28日 (木 )
10:00-15:00 商

工会議所
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)
久留米社会保険事
務所  盗⑬6191

行 政 相 談
4月 20日 (水 )
10:00～ 12:00 市民相談室

国、公団、公社等に対する背晴・意
見・要望など  (行政相談委員)

市民課
盆041■内線183

求 職 相 談
毎週火曜日
10:00-16:00 商

工観光課
職業について。求人票は常時商工観
光課で公開    (職 業相談員)

商工観光課
盗041■内線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日
8:30-17:00 市民相談室

紳 不払い、雇用主とのトラブルな
ど        (労 働相談員)

市民課
a041■内線185

無料法律相談

(昼の部)4月 20日 (水 )
13:30～ 16:30

(夜の部)4月 28日 (木 )
17:30-19:30

市民相談室

サンコア2階

談話室

金銭、不動産、家庭問題など。〔昼の
部〕定員7人・予約受付日4月 ■日
ののみ、〔夜の部〕定員 4人・予約受
付日4月 15日 ⑥のみ、抽選で決定

市民課 (予約も)
a04111内線183

レ デ イー ス
法 律 相 談

4月 15日 (金 )
17:30-19:30 サ

ンコア
離婚、セクハラなど。相談者は女性
のみ。要予約。先着順 (女性弁護士)

勤労者家庭支援施設
(予約も)ao2516

人 権 相 談
4月 13日 (水 )
10:00-15:00

サンコア2階
談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど
(人権擁護委員)

市民課
△04111内線183

心配ごと相談
毎週木曜日
13:00ハヤ16:00

総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、′脳みごとなど

(心配ごと相談員)
社会福祉協議会
空I短)3969

ち く ご女性
ほつとライン

毎週月曜日
10:00-16:00 サ

ンコア
配偶者などからの暴力(DV)、離婚箸家庭
問題、セクハラ等の相談(女性専門相談員)

ちくご女性ほっと
ラインな⑦2600

・ヽ一覧

那 :確9園ちくご勅陣 4月号
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日 月 火 水 木 金 土

※3  4  5  6

10 11 12 13

17 18 19 20

24 25 26 27

7

14

21

28

1  2

8  9

15 16

22 23

29 30

は市役所の閉庁日です
※3日 (日 )は市民係窓口業務を行います

3日 石人まつり

5日 農業委員会       《清明》

6日 小。中学校始業式◆香の交通安全

県民運動 (～ 15日 )

7日 中学校入学式

8日 周ヽ学校入学式

9日 クリーン作戦 (重点 :筑後北小校区)

12日 教育委員会

13日 日源上人例祭

20日             《穀雨》

22日 行政区長会議

26日 まちづくり講浸会

29日         《みどりの日》

ダ そ`

やヽ、ムメ
35年間の青少年育成活動を
全国子ども会連合会が表彰

を

ガ

(材料〉 5個分
・・・・・・・・・・・・・・・。200g
・………………Ⅲlカ ップ
……………………・45g

0中 olog
・・・・50cc

(作り方〉

①粉ゼラチンは分量の水と合わせ
てふやかし、湯せんで浴かす。
②イチゴは洗って、フォークやマ
ッシャーなどでつぶす。
③つぶしたイチゴに砂糖、牛乳、浴
かしたゼラチンを加えて混ぜ合
わせる。
④好みの容器に入れ、冷蔵庫で冷
やし固める。

4月の行事

んさ
」信菊明ｗ宅み三

長
年
に
わ
た
っ
て
市

・
県
の
子
ど
も
会
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た

「林
鐘
院
」
住
職

・
三

宅
明
信
さ
ん

（北
長
田
、
５．
歳
）
が
、
優
れ
た

育
成
者
と
し
て

⑩

全
国
子
ど
も
会
連
合
会

（白

鳥
省
吾
会
長
）
か
ら
個
人
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
２
月

１。
日
に
三
重
県
鳥
羽
市
で

開
か
れ
た

「第

３８
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央

会
議

・
所
究
大
会
」
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
活
動

を
支
え
た
妻

・
玲
子
さ
ん
に
も
、
同
連
合
会
か
ら

感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
８
年
か
ら
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
の
会

長
を
務
め
る
三
宅
さ
ん
。
「友
愛
キ
ャ
ン
／
」
や

「ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
」
な
ど
の
内

容
を
次
々
と
企
画

・
実
行
す
る
行
動
力
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
保
護
者
か
ら
も
厚
い
信
頼
を

集
め
て
い
ま
寃

市
子
ど
も
会
の
加
入
率
は
現
在

約

９６
守
で
、
三
宅
さ
ん
自
身
が

「ど
こ
へ
行

っ

て
も
胸
を
張
れ
る
組
織
」
と
語
る
よ
う
に
、
そ
の

充
実
し
た
活
動
内
容
と
組
織
力
は
、
全
国
の
団
体

の
せ
ん
望
の
的
に
な
っ
て
い
ま
魂

天
草
郡
河
浦
町
で
生
ま
れ
、
中
学
３
年
生
の
と

き
に
家
族
と
と
も
に

「林
鐘
院
」

へ
入
り
、
古
川

□
漂
動
　
卦
ぶ
辞
　
□
召
型
　
霊
Ｆ
■
ぐ
召
型

□
諭
糾
　
お
繋
義
鉾
叫
じ
Λ
こ
鞘
　
引
∞
∞
∵
∞
ｏ
ｏ
Ｐ
討
国
和
灘
麒
卦
呂
く
半
∞
Φ
∞
琳
諄
　
働
ｏ
Ｏ
ト
ツ
柳
甲
二

一
一　
∃
う
０
ト
ド
引
ド
柳
つ
や
カ

ロ
劃
す
す
③
う
一こ

う
す
≡
Ｓ
う
丁

デ

ヨロ

デ
■す

洋
ヨ
ヨ

ユ
こ

う
デ
了
百
う
ユ
マ
・５
Ｆ

デ
＼

＜
「子
ど
も
が
好
き
た
か
ら
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
三
宅

さ
ん
。
「今
後
は
後
継
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
微
笑
み
ま
し
た

中
学
校

へ
転
入
し
た
三
宅
さ
ん
。
翌
年

「林
鐘
院
」

を
活
動
塑
点
と
し
て
、
北
長
岡
地
区
で
子
ど
も
会

が
発
足
す
る
と
、
面
倒
見
が
よ
く
知
識
と
行
動
カ

を
備
え
た
三
宅
さ
ん
が
、
指
導
者
と
し
て
遊
び
や

勉
強
を
教
え
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
大

学

へ
進
学
し
た
三
宅
さ
ん
は
、
無
料
で
勉
強
を
教

え
る

「三
宅
塾
」
を
寺
に
開
講
。
勉
強
だ
け
で
な

く
、
友
情
や
信
頼
、
礼
儀
、
指
導
者
と
し
て
の
心

得
な
ど
を
教
え
る
内
容
が
評
判
と
な
り
、
本
堂
は

連
日
子
ど
も
た
ち
の
活
気
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
学

校
で
は
教
わ
ら
な
い
も
の
を
今
も
教
え
続
け
る

「三

宅
塾
」
。
そ
の
卒
業
生
は
今
、
子
ど
も
会
活
動
の

明
日
を
支
え
る
心
強
い
人
材
と
な

っ
て
い
ま
寃

３５
年
間
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
続

け
て
き
た
三
宅
さ
ん
で
す
が
、
最
近
子
ど
も
を
し

か
る
大
人
が
少
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
に
、
危
機

感
を
感
じ
て
い
る
と
話
し
ま
す
０
「子
ど
も
と
友

達
感
覚
で
遊
漆
大
人
が
増
え
た
反
面
、
対
箸
に
け

ん
か
を
し
て
命
ま
で
奪

っ
て
し
ま
う
時
代
。
子
ど

も
会
活
動
で
、
親
子
の
関
係
や
命
の
大
切
さ
な
ど

を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
子
ど
も

会
が
担
う
役
割
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

Ａ

４

承

イチゴミ′しクゼリー
◆苺と

ゼラチンの成分コラーゲンは、高血圧の
防止や骨粗しよう症の軽河、関節炎の改善
などに女力果があります。また、肌の保湿に
も効果があります。

周 税

固 定 資 産 税 1期
〔納期限〕5月 2日⑪

納税は国座振誉が便利です

人

フ

2月の人の動 き

人 口  48,056人 (+ 4人 )
男    22,955人 (+ 4人 )
女    25,101人 (+ 0人 )
世帯数   15,546戸 (+0戸 )
※カッコ内は前月からの増減です

2月の交通事故

発生件数    36件 (61件 )
負傷者数    49人 (75人 )
死亡者数    0人 ( 1人 )
※カツコ内は今年の累計です

2月の火災・救急

出火件数    1件 (  2件 )
火災損害   57万円( 121万円)
救急出動  125件 ( 271件 )
※カッコ内は今年の累計です

便 ユ 荏 ⊆ 3⊆ 呂 難 髯εttζ喚
再生紙
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